Don't　worry, be happy
～2004･6　ナビロフト上演バージョン～　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木純子
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（やえがし）八重樫　


しおり


ゴメ　　


（ながい）長居　


（なるしま）鳴島


わっか


（らんまる）蘭丸






　　　　　　　　　　　　　　　｛１｝

　　　　　　　　真っ暗な中。
　　　　　　　　女の子・ゴメが誰かに話しかけている。


ゴメ　　　おおーい。いつまで寝てるの。そろそろ起きたら？


　　　　　　　　話しかけられている男・一倉典照の寝ぼけた声。


典照　　　え･･･？今何時。

ゴメ　　　何時とかじゃなくって、寝すぎだよ、私つまんないよ。

典照　　　もうちょっとだけ。

ゴメ　　　駄目だって、ほらもう、起きて起きて。

典照　　　ああわかったわかった、起きる、起きますって･･････ふあーあ。


　　　　　　　　明るくなる。
　　　　　　　　両腕をあげ大きく伸びをしている典照、目を開けたまま固まっている。
　　　　　　　　粗大ゴミの集積場。
　　　　　　　　捨てられた電化製品や家具が積み上げられ、うず高い山になっている。
　　　　　　　　段上には、可燃物であるはずのダンボールが置き去りにされていて、
　　　　　　　　中には大量の印刷物が入っているらしく、箱からはみ出た状態。
　　　　　　　　典照もまた、捨てられた様にゴミの山に体を預けている。

　　　　　　　　その横にリュックを背負い、
　　　　　　　　首からメモ帳を下げた女の子・ゴメがじっと見ている。
　　　　　　　　以後、ゴメは、暇さえ見つければいつでも何かメモしている。
　　　　　　　　典照、固まったまま呆然となる。
　

典照　　　･･････え？

ゴメ　　　おはよう。っていっても夜中なんだけどさ。

典照　　　（ぽかんと見ている）

ゴメ　　　（近づいて）ん？･･･ちょっと、大丈夫？

典照　　　･･･飲み、過ぎた？

ゴメ　　　え？

典照　　　ごめん！あのさ、多分迷惑かけたんだと思うけど、全然覚えていなくて、俺、あんた
　　　　　　に、その、何かした？

ゴメ　　　何が？典照はずっと寝てただけだよ、私は寝てるのずっと見てた。

典照　　　そう、よかった。･･･あれ、じゃあ俺はどうしてこんな所で？

ゴメ　　　典照はここに降りてきたのよ。

典照　　　･･････誰だって。

ゴメ　　　誰って、私？私ゴメちゃん。ゴメって呼んでいいよ。

典照　　　違う、そんな変な名前じゃなくて、いやもっと、テンショーとか、ショーテン
　　　　　　とかいう変な名前の、

ゴメ　　　あんた寝ぼけてたからなあ。ムニャムニャしながら自分でいろいろ喋ったよ、あんた、一倉典照くんじゃない。

典照　　　うそお！いや、ちょっと待てよ、

ゴメ　　　ひどいよ典照、ゴメうそつかないもん。

典照　　　あのさゴメって人。実はなんか変っていうか自分の事がいまいち、俺、酔ってる？

ゴメ　　　酔ってはないけど寝過ぎね。一週間も。

典照　　　一週間っ？

ゴメ　　　そうよ、眠ったままずうっとお空に浮いてて、七日目にここへ降りてきた。ここって
　　　　　思い出の場所なの？だから降りてきたんでしょ。

典照　　　･･･ちょっと整頓していいかな？

ゴメ　　　どうぞ。

典照　　　あんたはゴメで、俺は一倉典照で、ここは粗大ゴミの集積場で、俺は空で一週間寝てて、
　　　　　　ここに降りてきた。でも俺は覚えてない。

ゴメ　　　完璧じゃん。

典照　　　完璧なもんか、訳わかんねえよ。もっと簡単に説明して、

ゴメ　　　あんた死んだの。

典照　　　･･････。

ゴメ　　　簡単な説明すぎたか。

典照　　　な、なんだって、またまたあ。

ゴメ　　　もっぺん言おっか？あんた死んだの。

典照　　　あのな、いい加減に、

ゴメ　　　いい加減じゃない、あんたが寝ぼけて自分で喋ったのよ。ハイ、両手出して、早く。
　　　　　ハンドル握って。違う、いつもの握り方。エンジンかけて、はい直進。

典照　　　（言われるままに）ごが。ぶうー。

ゴメ　　　ストップ。

典照　　　んききっ。

ゴメ　　　バック。

典照　　　ごがが。ぴんこーん、ぴんこーん。

ゴメ　　　もいちど直進。

典照　　　ががごっ。んぶぉーっ。

ゴメ　　　ハイ、調子こいて走ってると、手探りで、なんか出したぞ。最近タバコ覚えたんです、今更時代に逆行してますね、
　　　　　　えーとケツポッケ、ライターライター、あっ！車線はみ出た！対向車が！あわててハンドル左へ、左へ、切り過ぎー！


　　　　　　　　　スローモーション。大慌てでハンドルを切り返す典招の動作。
　　　　　　　　　迫り来る障害物。クラッシュ音。
　　　　　　　　　呆然となる典照。


典照　　　･･･思い出した。俺！

ゴメ　　　思い出せた？おめでとう。

典照　　　めでたくないよ喪中だよ！どうしよう！俺、どうすれば、

ゴメ　　　どうしようもないね。死んじゃったんだもん。

典照　　　あれで？あんな事で？俺、死んだの？

ゴメ　　　ああ、代わりにお葬式見てあげたよ。いろんな人が来てた。あんたって陸上選手なの？それ系の団体の名前入ったお花
　　　　　色々届いてたけど。

典照　　　･･････。

ゴメ　　　典照。

典照　　　企業スポーツで陸上やってた。引退したけど･･･そう、来てくれたんだ。

ゴメ　　　うん、来てたよ、いっぱいね。

典照　　　いい時期に死んだのかもなあ。走れない俺なんて居たってしょうがないし。

ゴメ　　　だめだよ。そんな事言うの。

典照　　　なんてね。そういやお前って、何？そっちも死んだの？

ゴメ　　　おんなじ。魂よ。私はここにいるの結構長いの･･･成仏できてないって言うか。
　　　　　折角長いから、暇つぶしにあんたみたいな新米をガイドしてる。分かんない事は
　　　　　何でも聞いてね。

典照　　　（メモを指して）それは。

ゴメ　　　人間観察っていうか、コレも趣味みたいなもんかな。…典照？


　　　　　　　　　典照、現れたもう一人の女・しおりに目が釘付けになっている。
　　　　　　　　　しおり、手提げ袋を廃棄されている台の上に置く。


典照　　　しおり。

ゴメ　　　しおり？

典照　　　夜なのに一人で、どうして。

ゴメ　　　ここ粗大ゴミ以外いいものでもあるの？あの子、毎日来てたよ。

典照　　　･･････毎日。

しおり　　典照。

典照　　　はい。

しおり　　典照。

典照　　　はい。

しおり　　典照。

典照　　　だからはいって。

ゴメ　　　バカね聞こえるわけ無いじゃない。

典照　　　しおり。

しおり　　（典照のいる方向を見る）

典照　　　しおり、俺だ。

しおり　　･･････典照？

ゴメ　　　うそっ。（とメモを開く）

典照　　　そうだよ、しおり。わかるか？

しおり　　見えない。見えないけどいるんだよね？なんとなく分かる。典照来てくれたの？

典照　　　ああ。

しおり　　元気そうで良かった。

典照　　　元気だけど喪中なんだ。

しおり　　ごねんね。私があの時話をちゃんと聞いていれば。せっかく電話くれたのに、携帯持ったまま寝ちゃったりして。
　　　　　　だからなんでしょ、だから、典照は、

典照　　　え。

しおり　　走れない事も、馴れない仕事の事も知ってたのに。なのに私、心配しないで楽しくいこうって、いつもあなたに
　　　　　　そんな事しか言えなくて。

典照　　　いいんだよ、愚痴を聞いてもらおうなんて俺は、

しおり　　やっぱり怒ってた！

典照　　　ええ？

しおり　　「俺の気持ちをちっとも分かってくれない。どうして人の話の途中で寝たりするんだ！」ですって！
　　　　　　ごめんなさい、ごめんなさい、私。

典照　　　し、しおり？

しおり　　ええ？…いいえ、それは、…そんな！そうだったの？

ゴメ　　　この子誰と喋ってんの。

典照　　　（がっかりして）もともと空想癖があるからなあ、こいつ。

ゴメ　　　まさかと思うけど…付き合ってた？

典照　　　いいだろ、妙なのは時々だよ、妙なのは！

しおり　　「あの夜、お前にかけた最後の電話、あの時、俺の話を聞いてくれさえすれば。そうすれば俺は
　　　　　　自殺せずにすんだかもしれないのに！」

典照　　　自殺？

しおり　　「しおりにも必要とされていないなら俺は死ぬしかないんだ。だから俺は事故を装って」
　　　　　　･･･やっぱり私のせいなんだ。

典照　　　ええっ？おい落ち着けよ違うって、（としおりに触れる）

しおり　　（ビクッとして）寒い。

典照　　　（慌てて離す）えっ。

しおり　　典照。私、あなたの自殺を止められなかった。せめて今からそっちに行く。待ってて。
　　　　　　あの世で一緒にクレープ食べようね。


　　　　　　　しおり、袋からウイスキーの瓶と睡眠薬の瓶を出す。


ゴメ　　　あ。分かりやすいアイテム。

典照　　　バカ何考えてんだ！


　　　　　　　典照、しおりの手からウイスキーの瓶を取り上げようとする。
　　　　　　　しかし力が入らない。しおりが動いただけで転がされてしまう。
　　　　　　　それでもなお、しおりの手を止めようとする典照。
　　　　　　　触れられてガタガタ震えながらも蓋を開け、酒瓶に口をつけるしおり。
　　　　　　　その動きで転がる典照。
　　　　　　　しおり、顔をしかめてもう一口。

典照　　　ゴメ、何見てんだよ、お前もこいつを、

ゴメ　　　無理だよ。

典照　　　無理？

ゴメ　　　あんた、死んだのよ。助けられない。死んだら何にも出来ないのよ。

典照　　　･･････。


　　　　　　　　しおり、少し咳き込む。酒瓶の蓋を閉め、台に置く。
　　　　　　　　次に睡眠薬の瓶を手にする。蓋を開けようとするが、開かない。


しおり　　･･･固い。開かないよう。


　　　　　　　　瓶の蓋と格闘しているしおり。
　　　　　　　　と、現れる男・八重樫の声。


八重樫　　誰かいるのか？･･･あれ、君って、たしか。


　　　　　　　　ゴメ、典照を段上へ誘う。
　　　　　　　　嫌がる典照、引っぱられて段上へ。
　　　　　　　　２人で見下ろす形となる。
　　　　　　　　八重樫、現れる。


八重樫　　君、昨日も来てたでしょ、見たよ。こんな夜中にここで何してるの。

しおり　　･･････。

八重樫　　ああ、大丈夫警戒しないで。僕は一応ルポライターでね。今、粗大ゴミ集積場の取材を、

しおり　　ふたが開かないの。

八重樫　　ふた？

しおり　　コンロある？コンロであぶると瓶のふたって開くんでしょう。

八重樫　　え？何？コンロ？

しおり　　（ふらついて）これ開けたいのよう。お酒と一緒に全部飲むのお。

八重樫　　･･･これ！ちょっと君、まさか、（慌ててしおりから薬瓶を奪い取る）

しおり　　返して、私もお空にいくのお。天国で典照が呼んでるのお。あれ、私お空飛んでる･･･っていうか、ぐるーっと回って、


　　　　　　　　　しおり、八重樫にもたれかかる。
　　　　　　　　　驚いて抱きとめる八重樫。


しおり　　止まらない、ぐるぐる回ってる。気持ち悪い、うえ。

八重樫　　ええっ！

しおり　　（寝始める）

八重樫　　･･･ちょっと、こんな所で寝られても困るんだけど。

しおり　　うーん。（と首をぼりぼり掻く）

　　　　　　　　
　　　　　　　　八重樫、酒瓶を確認。ほんの一口しか減っていない。
　　　　　　　　頭を掻いて困り果てる八重樫。　
　　　　　　　　手提げ袋に瓶類を入れて、しおりを起こしてやる。


しおり　　あはっ。酒！酒じゃんじゃんもってこおーい。

八重樫　　はいはい分かったから。（としおりをおんぶ）

しおり　　お酒はぬるめの、燗がいい～♪女は無口な、イカでいい～♪

八重樫　　イカかよ！


　　　　　　　　八重樫、しおりをおんぶしたまま去る。


典照　　　あの男！

ゴメ　　　行っちゃだめ。

典照　　　だって、

ゴメ　　　しおりを助けられるのはあの人だよ。あんたじゃない。


　　　　　　　　間。


典照　　　ゴメ。俺は、しおりに何が言いたかったんだろう？

ゴメ　　　え？

典照　　　車を運転する直前の記憶が無い。しおりに電話した事も覚えてない。俺はどこで何していたんだ？ 

ゴメ　　　私にはわかんない…覚えてないの？

長居の声　　それが問題のポイントだねえ。


　　　　　　　　　　段上から現れる長居。




　　　　　　　　　　　　　　　｛２｝


　　　　　　　　　場面変わる。段上の三人。
　　　　　　　　　長居、にこやかな笑顔を浮かべている。


ゴメ　　（嬉しそうに小さく両手を振る）あー！長居さんだー。会いに来てくれたのー。

長居　　や、ゴメ、調子はどう。

ゴメ　　頑張ってんだけど、全然。みてよ、ほら。こんなに書き溜めたんだよ。
　

　　　　　ゴメ、背負っていたバッグの中身を見せる。
　　　　　メモ帳やノートの束がぎっしり入っている。


長居　　うわあ、これ全部？

典照　　なんだこれ。

ゴメ　　人間観察メモよ。すごいでしょ、私いつか人生相談の先生になれそう。

典照　　で、どちらさん？

ゴメ　　長居さん。長く居るから長居さん。

長居　　ちょっと、そんなに長くないよ。私はここの残留組っていうか、君らと一緒かな。

典照　　成仏してないって事？

ゴメ　　長居さんは、何にも知らない私に色んなこと教えてくれたの。長居さん、せっかくだからこの新米教育してやってよ。

典照　　教育だあ？

長居　　わたしゃ教育者じゃないんだけどなあ。

ゴメ　　えー。いつもみたいに教えて教えてー。

長居　　ゴメに頼まれると弱いなあ。

典照　　何だよ随分懐いてんだな。

長居　　懐かれるとかわいくってのう、ひ孫みたいなもんじゃて。

典照　　あんたいくつだよ。

長居　　チェケラッ。

ゴメ　　手はこうだよ長居さん。

長居　　さて。霊魂は本来自由だ。転生、つまり生まれ変わりを選んだり、あの世というコミュニティで好きな
　　　　　だけ暮らしたりできる。そのあたりはイメージＯＫ？

典照　　･･･何となく。

長居　　転生を重ねる霊魂には、前世の記憶が溜まっていく。そして次の一生に影響を与える。つまり、憶えて
　　　　　なくても、それまで感じた事は（胸に手）いつだってここにあるって事だ。
　　　　　今ん所、テストに出るからねー。

典照　　次の一生？

長居　　一生はいつだって新しいものだ。だから同じ魂が何回生まれ変わろうが、初めて生きて初めて死ぬ事になる。
　　　　　そして我々は今回、ここで足止めを食った。これからどうすればいいか分かる？

典照　　…わからない。

長居　　自分がどこへ行き何をするべきかを知る、そしてその場所へ向かう。これが世に言う成仏だよ。

典照　　成仏って言われても、

長居　　でね、君に欠けてるのは記憶な訳よ。どうでもいい記憶じゃなくて、多分、君にとって気がかりな
　　　　　何かを忘れた。そのせいで、成仏ができないんだ。困るっしょ？

典照　　でも何に困ってるのかも分からないんだ。

長居　　あご。触ってみ。ヒゲ濃いほう？

典照　　（じょりじょり触る）やー、あんまり。

長居　　幽霊ってヒゲはえるの？

典照　　あれ。

長居　　それが記憶。つねれば痛いよ。感覚も記憶。君という魂の形は君の記憶で出来ている。

典照　　（手を見て）これ、俺の記憶なの。

長居　　君、ちっちゃい穴が開いてるよ。少し忘れてるから。

典照　　あ、穴？

長居　　穴もまずいっしょ？つまり記憶こそが幽霊のキモであり弱点だ。その弱点を補うには気合。
　　　　　幽霊に一番必要なのは気合です。ここもテストにでまーす。　
　

典照　　気合、そんなのがあ？

長居　　（急に）じゃあ聞くけど、君は本当に自分が幽霊だと思う？幽霊なんて信じてなかったろ？

典照　　　え？

長居　　　さっきの説明、まるっと信じちゃうんだ。全部嘘に決まってんじゃん。

典照　　　……ちょっと、待って、

長居　　　･･････君は君じゃない。君は誰でもない。どこにもいない。

典照　　　（あとずさる）

長居　　　これは夢なんだ。ほら、その感覚、おかしいじゃないか、違うだろう？その手は君の手じゃない。
　　　　　　声も、見えるものも、全部実在しない。分かるだろう、感覚が、ない。存在しない。
　　　　　　ほら！足だって！


　　　　　　　　長居、典照の足を指差す。
　　　　　　　　典照、言葉のまま自信をなくし、足の力がかくんと抜ける。
　　　　　　　　あわてて近くのものにしがみつく典照。


典照　　　あ、あれっ、足が。

長居　　　ね？それが証拠だ。認めるんだ、足どころか全部幻に決まってるじゃないか。だって、君は存在しない。
　　　　　　そうだ。君は元々誰にも認められてなどいないんだ！

典照　　　あれっ？あ、あれっ？（更に力が抜ける）

ゴメ　　　だめだよ！

長居　　　いいから、ゴメ。（典照に近づき）…こわいの？

典照　　　（やっとのことで体を支えている）

長居　　　こわいね？今の気持ち、言ってよ。

典照　　　･･････こわい。

長居　　　そりゃそうだよ。君は記憶であり、記憶は君の宝物なんだから。消えるのが、失くすのがこわいんだ。
　　　　　　大事な記憶が、ここに、いっぱい詰まってるから。


　　　　　　　　典照の胸にとん、と人差し指を置き、にっこりする長居。
　　　　　　　　典照、きょとんと長居をみている。
　　　　　　　　長居、そのまま指をぐいぐい押し始める。


典照　　　いたたたた！指！指！

長居　　　痛いわけ無いだろう？

典照　　　うるせえな痛てえっつってんだろ！ふざけんな！
長居　　　ほらなおった。

典照　　　あ。（しっかりと立っている）

長居　　　これが気合です。

典照　　　まじっすか。

ゴメ　　　典照、もう平気？

典照　　　…俺、さっき、

長居　　　はい、ここもテストに出まーす。どんなに不安になっても、自分を保たないと、あのまま粉々に
　　　　　　分解するからね。自分の存在を疑わず、不安は気合で乗り切る。早く記憶の引き出しを開けて、
　　　　　　開いた穴ぼこを埋めないとね。

典照　　　記憶…ゴメも記憶が？

長居　　　ゴメは違うよ。成仏できない理由は人それぞれ。足りないものもそれぞれだよ。

ゴメ　　　（カバンを向けて）道は険しいのです。

長居　　　とりあえず、気になる場所に腰をすえたら。ほら、即行動だよ。

ゴメ　　　ゴミ集積場。行こう。

典照　　　お前も来るの。こら、何書いてんだよ。

ゴメ　　　私がいた方が寂しくないよ。

典照　　　付いてくるのは勝手だけどさあ。

長居　　　じゃあね、健闘を祈るよ。さあて、次は何しようかなあ。（と去りかける）

典照　　　長居サン。

長居　　　ん？

典照　　　あんたみたいな人、何が足りないの。

長居　　　満ちてるんだよ。

典照　　　え？

長居　　　･･･禅問答みたいで良くなくなーい？じゃっ。♪ダーンスっフロっアーにっ
　　　　　　華やかなひーかりっ♪（去る）

典照　　　半端に古いんだよなあ。（と段を降り始める）

ゴメ　　　（下を指差し）あっ！しおり！



　　　　　　　　　　　　　　　｛３｝


　　　　　　　　　　　昼間のゴミ集積場。
　　　　　　　　　　　積み上げられたゴミの中段あたりで地面を見下ろしている典照とゴメ。
　　　　　　　　　　　しおりがきょろきょろしながらはいって来る。


典照　　　（ゴメに）しおりって呼ぶなよ。

ゴメ　　　（別の場所を指差し）あっ！


　　　　　　　　　　　　しおり、ゴメが指差した先に目を向けている。
　　　　　　　　　　　　大きく手を振る。


しおり　　すいませーん！見えますかー！こっちでーす！


　　　　　　　　　　　八重樫が現れる。


八重樫　　ああどうも、こんにちは。

しおり　　よかった、また会えた

典照　　　なにい？

しおり　　取材って言ってたからきっとまた来ると思って待ってたの。

八重樫　　僕の言った事、覚えてたの。

しおり　　でもそれ以外、ほとんど覚えていなくて。迷惑かけたでしょう。

八重樫　　いえいえ。

しおり　　いえいえじゃなくて！

八重樫　　え？

しおり　　本っ当ーに、本っ当ーに、本っ当ーにごめんなさい！お酒なんて飲んだ事なかったの。
　　　　　　酔っ払った私って、何やったんだろう。絶対迷惑かけているの。まさか、
　　　　　　脱いじゃったりした？

八重樫　　そんな事してないよ、おんぶした僕の頭の上からゲロ吐いただけ。

しおり　　やっぱり何かしたんだあー！そうだ、クリーニング代！弁償するから！いくらだった？

八重樫　　いいよ、気を使わなくて。どうせ安物の服なんだから。

しおり　　本当に？よかったあ、安物の服で。

典照　　　コラ。
　　　　　　　（八重樫、典照と同時にツッコミ）

八重樫　　今日は手ぶら。

しおり　　･･･え。

八重樫　　お酒とか、物騒なものとか。持ってないね？

しおり　　ごめんなさい。

八重樫　　･･････。

しおり　　ごめんなさい。あの時、いっそ死んじゃいたかった。訳わかんなくって、どこに居ても、
　　　　　　そこに居られないっていうか。もうあんな馬鹿なことしない。

八重樫　　恋人が、亡くなったんだって？事故だっけ。

しおり　　企業スポーツの陸上選手だったの。一倉典照。知ってる？

八重樫　　･･･あんまりスポーツに明るくないから･･･ごめん、知らない。

典照　　　新聞に載ったことあるぞ！一回だけど。（と記事スペースを指で表現）

しおり　　実際、特に注目もされてなかったから、いいよ。

典照　　　すごいねって言ってくれたのにっ。

ゴメ　　　見えない所じゃこんなもんよ。（とメモ）

しおり　　ごめんなさい、こんな話。

典照　　　こんなってことないだろ？

しおり　　取材って？

八重樫　　今回は街の美化についての特集記事でね。被写体に丁度いい感じだったからここを。

しおり　　すごい。本物の記者さんなんだ。

八重樫　　･･･実は、書いてるのはちっちゃなミニコミ誌なんだ。

しおり　　でもルポ書いてるんでしょ？やっぱりルポライターじゃない。すごいよ。でも、取材って、
　　　　　　どうして夜中だったの。

八重樫　　写真撮るのに夜の方が怖い雰囲気が出ていいかなって。驚いたよ、あんな夜中に女の子が
　　　　　　ゴミ山にいるんだもん。

しおり　　夜は、初めてだった。いつもは昼に来ていたから。

八重樫　　いつも？

しおり　　いつも。


　　　　　　　　　　しおり、捨てられている台に楽しそうに腰掛ける。
　　　　　　　　　　八重樫、首をひねる。


典照　　　（遠くから来る男に気付く）あ･･････嘘だろ？

ゴメ　　　え？

典照　　　鳴島さん･･････。

ゴメ　　　だれ。

典照　　　俺の、上司。ええ？びっくりっていうか、嬉しいっていうか、


　　　　　　　鳴島、見回しながらゆっくりと登場。
　　　　　　　不審そうに見つめる八重樫。

しおり　　あっ。

鳴島　　　･･･ああ、あなただ。お葬式以来ですね。

しおり　　来て下さったんですね。

鳴島　　　ちょうど近くを通りかかったものですから。

八重樫　　こちらは？

鳴島　　　一倉典照君の上司にあたります。鳴島です。よろしく。（と名刺）

八重樫　　コーチのかた？

鳴島　　　いえ、別です、会社の陸上部でなく、職場のほうの。

八重樫　　ああ、失礼しました。八重樫と申します。（名刺）

鳴島　　　･･････ライター？

八重樫　　ええ、まあ、一応。偶然彼女と知り合いになりまして。

典照　　　他人っすよ、他人！

鳴島　　　知り合いが増えれば彼女も心強い。支えになってあげてください。

典照　　　何てこと言うんですか！

八重樫　　は、はあ。

典照　　　（ムッとして）なんでちょっと嫌そうなんだよ。

ゴメ　　　静かにしてよ。（とメモ）

鳴島　　　ここですか。一倉君がイメージトレーニングをしていたという場所は。

しおり　　（八重樫に）一度ここを見に来てくれって、お葬式のときに頼んだの。引退してからの事、
　　　　　　鳴島さんに感謝してるっていつも言ってた。だから。

典照　　　しおり。

鳴島　　　ついていない男です。会社側が企業スポーツから撤退し、陸上部を廃止した事、彼自身が故障し、
　　　　　　選手として通用しない足になった事、一倉君にとって全てが不運でした。

八重樫　　企業スポーツか。今は確かに厳しいよな。ましてや故障じゃ、他の会社の部へも移れない。

しおり　　結局、同じ会社で普通の社員として。でも今まで陸上部ばっかりだったから、急には仕事覚え
　　　　　　られないし。悩んでた。

鳴島　　　彼は、それでもどんな仕事もこなそうとしてくれた。プライドもあったろうに、この、年なんて
　　　　　　そう変わらない上司に従ってくれて。そんなに無理をしていたなんて、

しおり　　ご飯食べてなかったし、もう走らないからって、タバコ吸うようになっちゃったし、夜、眠れないって、

典照　　　ごめん、あの時は、俺にも。

八重樫　　つまり事故ではなく自殺か･･･。そうかもしれないな。

典照　　　おいおいおいちょっと待ってくれよ。だから誤解だって！

ゴメ　　　皆がそう思うほど落ち込んだの。

典照　　　･･･落ち込むさ、そりゃ、ね。

しおり　　私のせいなの。最後の電話だったのに、気付いてあげられなかった。私が、

八重樫　　自分を責めたって、何にもならないよ。（としおりの肩に手を置く）

典照　　　あ！

ゴメ　　　まあまあ。

鳴島　　　そうですよ、そんな事は一倉君の本意ではないはずです。どうか、早く忘れて、新しい人生を歩んで
　　　　　　ください。一倉君だってそう望んでいます。

典照　　　鳴島さん。

鳴島　　　（ゴミ山を見上げ）一倉君。

典照　　　はい。

鳴島　　　一倉君、どうか･･････。（典照と反対の方向をむいて、深々と手を合わせる）

典照　　　こっちです。

鳴島　　　どうも、お騒がせしました。もう戻らなければ。

しおり　　鳴島さん。ありがとうございました。

鳴島　　　ここに来て、彼の苦しみが分かった様な気がします。

しおり　　はい？

鳴島　　　彼はこの、うち捨てられた粗大ゴミと自分自身を重ね、心を暗い谷底へと沈めて行ったのでしょう。
　　　　　　彼はここで自らを責めていたのですね。

八重樫　　･･････そうかもしれませんね。


　　　　　　　　鳴島、二人に礼、去っていく。
　　　　　　　　思わず段の下の方まで追って降りる典照。


典照　　　鳴島さんは新人同様の俺に色んな仕事をどんどん任せてくれた。そりゃあ、慣れないし正直
　　　　　　きつかったよ、だけど。･･･鳴島さんには、分かって欲しかった、ここの事。

ゴメ　　　典照。

典照　　　ここは、違うんだ。

しおり　　ここは違うよ。

典照・八重樫　　え。


しおり　　典照といつもここに来ていた。彼はこの場所が好きだったの。ここはつらい場所なんか
　　　　　　じゃないの。

典照　　　しおり。

八重樫　　でもさあ、こんなゴミだらけの場所でどうしてたの。

しおり　　私達、ここでぼーっとしたり、宝探ししたり、使えそうなもの持って帰ったりしたんだよ。
　　　　　　ちょっと汚れちゃうけどね、楽しいよ。

八重樫　　･･･へ、へえー。（愛想笑い）

典照　　　悪いかよ。

しおり　　あ！あっちに新入りの粗大ゴミ！みんな、こっそり捨てていくんだよね。見てくる！


　　　　　　　　　　　しおり、ゴミ山の奥へ消えていく。
　　　　　　　　　　　八重樫、ため息。


八重樫　　　変なのに関わっちゃったなあ･･･ミョーな女。

典照　　　（完全に下に降りて）妙なのは時々なんだよ。いつもじゃないんだよ。

八重樫　　（ふっと振り向く）あ、どうも、こんにちは。

典照　　　（憮然と）どーも。

八重樫　　取材させてもらえます？

典照　　　え？

八重樫　　こんな所にいらしたという事は、粗大ゴミを捨てられるんでしょう？いえ、プライバシーは
　　　　　　守ります、ただの意識調査といいますか、

典照　　　（気付く）･･････おい。

八重樫　　はい。

典照　　　見えるの。

八重樫　　何が。

典照　　　俺が。

八重樫　　はい？

典照　　　見えているんだな！

ゴメ　　　波長だ！波長が合うんだ、この人。見えるんだね？

八重樫　　あの？見えるって･･･見えるも何も。

ゴメ　　　気付けば後ろに人がいた事は？しかも次の瞬間、もういない。

八重樫　　え？

ゴメ　　　よく人と電信柱、見間違えるでしょ！声に振り向いても気のせいだった事が多いとか！
　　　　　　そういうの、ある？

八重樫　　･･････。

ゴメ　　　あるんだ。･･･自分で気付いてないだろうけど、そっち系の体質なんだよお兄さん。今、
　　　　　　携帯ならアンテナ三本立ってる状態だよ。ここ、電波いいよ。

八重樫　　あの、スイマセン、仕事中なんで、（と愛想笑いで逃げようとする）

典照　　　待てって。しおりの･･･さっきの子のカレシだよ。

八重樫　　ああ、自殺した、テンショーとかショーテンとかいう変な名前の。お知り合い？

典照　　　自殺じゃないよ。事故なんだ。

八重樫　　え。

典照　　　しおりは誤解している。あれは自損事故だって、しおりに伝えてくれないか。

八重樫　　どうして僕が？アナタ直接言えばいいじゃないですか。

典照　　　言っても気付いてもらえないんだ。

八重樫　　はい？

典照　　　俺だよ。

八重樫　　どなた。

典照　　　俺がその、変な名前の典照くんだ。

八重樫　　（にこーっと笑う）あっは。

ゴメ　　　よくある反応よね、認めないってのは。

典照　　　ほれ。（八重樫に触る。）

八重樫　　（ビクっとして）さっさささ寒い･･････えっ？


　　　　　　　　　八重樫、自分から典照を触って凍え、しげしげと見つめ、事を理解する。
　　　　　　　　　即座に目をそらす八重樫。


典照　　　分かるだろ。

八重樫　　おかしいなあ、カゼかなあ。（典照を視界に入れず）あれっ？こんにちはおじょうさん、
　　　　　　こんな所物騒だよ？帰った方がいいんじゃないかなあ、

ゴメ　　　私、ゴメちゃん。

八重樫　　そうですかあ、

ゴメ　　　私も幽霊だよ。

八重樫　　あっは。（目をそらす）

ゴメ　　　あれ。

典照　　　おい。

八重樫　　（無視）

典照　　　なに目そらしてんだよ、こっち見ろよ。

八重樫　　あー、静かだなあ！ここはっ！あっははははっ！

典照　　　てめ、無視しやがって！こっち見ろ！呪い殺すぞコラア！（と肩をつかむ）

八重樫　　ギャーッ！（と丸まる）なんまんだぶなんまんだぶ！

典照　　　何がなんまんだぶだっ！こっち見ろってのに、お前！

ゴメ　　　ダメだ、落ち着いた頃もっぺん話そう。

典照　　　話す？俺はただこいつが、

ゴメ　　　いいからほら、今は離れてあげようよ。


　　　　　　　典照、ゴメに引っ張られて去る。
　　　　　　　しおり、ゴミ山の間から出てくる。
　　　　　　　手には大きなプラスチック製のおもちゃのビーズのネックレス。
　　　　　　　しおり、八重樫に気付く。


しおり　　どうしたの？何してるの、八重樫さん。

八重樫　　ギャー！（がばっと跳ね起きて見回す）･･･あ、あれ？は、ははははっ。いやあ、働きすぎ
　　　　　　だな、うん、きっとそうだこんな昼間に。

しおり　　え。

八重樫　　いいのいいの。･･･それは？

しおり　　小さなタンスが捨ててあって。引き出しの中にあったんだ。

八重樫　　（興味なさ気に）へえ。

しおり　　どうしてここに来たのかな。

八重樫　　そりゃ、ゴミになったから。

しおり　　あのね、典照が、ゴミの事で、一つ大事な事を思い出させてくれたの。

八重樫　　ゴミで大事な事？

しおり　　忘れてたちっちゃい頃の記憶。大好きな絵本があってね。ボロボロになるまで読んだの。
　　　　　　でも小学校上がって、もう要らないと思われたのかな･･･捨てられちゃった、
　　　　　　町の資源ゴミ回収で。私、本を積んだ軽トラック追っかけた。車は赤信号で止まって、
　　　　　　追いついた。でも、取り戻せなかったの。

八重樫　　･･････どうして。

しおり　　背がね、届かなかったの。荷台に背伸びしたけど無理。車はそのまま行っちゃった。
　　　　　　私は何にも出来ずに色んな声が遠ざかって行くのを聞いてた。

八重樫　　声。

しおり　　子供だったからかな。捨てられた本たちが、自分が誰なのか、ずっと言い続けているみたいに
　　　　　　聞こえたの。私の絵本も、言ってた。「私はにじいろのこうもりです。」って。

八重樫　　それ、絵本のタイトル？

しおり　　わかんない。私がそう呼んでいただけ。こうもりさんのお話だったから。あの時は確かに
　　　　　　そんな声が聞こえたの。

八重樫　　声ねえ。

しおり　　（笑って）典照は、声が聞きたいって。私が聞いたはずの、その声が聞きたいって。そんなこと
　　　　　　言う人初めてだったから。

八重樫　　え。

しおり　　これ。（とネックレス）持ち主が、荷台に手の届かない子供でなければいいけど。･･･こんな
　　　　　　ところに来ちゃって。

八重樫　　･･････。

しおり　　私も子供の頃作った事ある。その子によって作り方が違うんだよ。へえ、私とおんなじやりかただ。
　　　　　　色を揃えて紐を通してる。これ作った子、どんな子だろう。

八重樫　　あ、ちょっと待って。


　　　　　　　　八重樫、ポケットからカメラ、しおりに向ける。
　　　　　　　　しおり、ネックレスを首にかけて笑う。
　　　　　　　　シャッターを押す八重樫。


八重樫　　「ゴミ山に眠る思い出」ってとこかな。

しおり　　ここ全部が思い出だよ。捨てられたゴミ全部に記憶が宿ってる。お店で新品の頃よりも、
　　　　　　使われなくなった今、もっと大声で言ってるの、自分が誰なのか
　　　　　　･･･今もそんな気がする。

八重樫　　　　え？


　　　　　　　　　しおり、捨てられたテレビの前まで走っていく。
　　　　　　　　　テレビの横に立ち、なでる。軽く咳払い。息を大きく吸い込む。


しおり　　「私はテレビです！」

八重樫　　･･････。

しおり　　「私はテレビです！」「私はテレビです！」「私はテレビです！」
　　　　　

　　　　　間。
　　　　　しおり、八重樫に笑顔。


しおり　　･･･だから私は答えてあげるの。「知ってるよ」って。


　　　　　　　しおり、八重樫に気付き、バツが悪くなってくる。


しおり　　そっか、あんまりこういう事人に話すんじゃないって言われてたの。私、今日はもう
　　　　　　行くよ、じゃあね。（行きかける）

八重樫　　ここを。

しおり　　え。

八重樫　　ここをただの汚い場所だと思っていたんだ。

しおり　　汚いよ、ゴミ捨て場だもん。（と、去ろうとする）

八重樫　　しおりちゃん、明日も来る？いや、来てくれないかな。

しおり　　え？うん、来るよ。･･･あれ？私、自分の名前言ったっけ。

八重樫　　い、言ったよ。

しおり　　そっか、じゃあ、明日ね。


　　　　　　　　しおり、去る。


八重樫　　･･･いや、名前は聞いてない。そんな･･･。（意を決して）おい･･･まさか、やっぱり
　　　　　　いるのか？おい！一倉典照！

典照　　　（現れる）なんだとお、ビビリが呼び捨てにしやがって。

ゴメ　　　（続いて）またギャーギャー言わないでよね。

八重樫　　（思い切り逃げて）な、なんの用だっ！

典照　　　呼んどいてそりゃないだろ。

八重樫　　さては君の死因の事か？事故死だって僕が彼女に伝えても意味ないだろう、だから
　　　　　　潔く成仏するんだな。

典照　　　隠れないで言ったらどうだよ。

ゴメ　　　八重樫い、頼みがあるんだけど。

八重樫　　た、魂はやらないぞ。

ゴメ　　　あんたさあ、しおりと友達になってくれない？

八重樫・典照　　はあ？

ゴメ　　　しおりが受けた最後の電話で、典照が何をしゃべったのか、思い出してもらうの。

八重樫　　なぜ。

ゴメ　　　典照も忘れちゃって、それ分からないと成仏できないの。お願い、しおりと友達になってよ。

典照　　　ゴメ、それは俺が嫌なんだけど、

八重樫　　わかった、引き受けるよ。

典照　　　なにい？

八重樫　　その方が君だっていいだろ。協力するよ。

典照　　　まてよ。

八重樫　　安心して成仏できるようにしてやる。しおりちゃんの事なら僕に任せればいいから。

典照　　　どういう意味だ、しおりちゃんって呼ぶなよ。

八重樫　　君、往生際悪いよ。ちょっと、寒い。触らないでくれよ。じゃあ。


　　　　　　　八重樫、典照の手を払って去る。払われて大きくよろける典照。


典照　　　･･････ゴメ。あいつ何だって、何が言いたいんだ？

ゴメ　　　うわあ･･･物好きが、二人そろった。



　　　　　　　　　　　　　　　｛４｝


　　　　　　　典照、八重樫を追って段を駆け下り、見回して去っていく。
　　　　　　　ため息をつき、段上へ上がるゴメ。一番上に座ってメモを開く。

　　　　　　　と、典照が消えた反対の方向から現れる八重樫としおり。
　　　　　　　しおり、手をタオルで拭いている。


八重樫　　どうして廃車のボンネット開けるかなあ。

しおり　　どこ壊れちゃったのかなあと思って。

八重樫　　しおりちゃんが見たって分からないだろ？

しおり　　運転席の中、見た？数字すごかったね。

八重樫　　ああ、キロ数？まあ、あれだけ走れば廃車だね。･･･どこ走ったんだろうとか、考えてるの。

しおり　　うん、だって、（気付く）八重樫さん、私に話、合わせてくれなくっていいよ。

八重樫　　そんなんじゃ。そういえば、仕事は？昼間、毎日いるじゃない。

しおり　　小さな会社で、みんないい人でね。ゆっくり充電しなさいって。･･･気を使ってくれるの。

八重樫　　･･････あ。

しおり　　じつはまだご飯あまり食べられないんだ、でもすぐ元気になるから。

八重樫　　しおりちゃん。

しおり　　お家帰るとみんな優しいんだよ。友達は夜、気晴らしにって連れ出してくれる。だから大丈夫だよ。

八重樫　　そっか、よかったね。

しおり　　（にっこりと）うん。

八重樫　　･･･あのさ、しおりちゃん、

しおり　　ん？

八重樫　　一倉、さんの事だけど、あのさ、僕、この間ちょっと調べたんだけど、

しおり　　全然有名じゃなかったでしょ？

八重樫　　いや、その事じゃないんだ、その後の、

しおり　　その後？

八重樫　　･･･そうだな、もういいか。ごめん、大した事じゃないんだ、忘れてよ。
　　　　　　（しおりの手を見て）それ、落ちないの？ 

しおり　　泥だと思ってたのに。

八重樫　　車の油だよ。

しおり　　困ったな。

八重樫　　手、出して。


　　　　　　　　　八重樫、しおりの手を取る。
　　　　　　　　　典照、現れて八重樫の背後に。自分の手を八重樫の頭にべったり置く。


八重樫　　おうわああああ！（ぞっとして飛び跳ねる）何だ今のはっ！･･･い？

しおり　　車の油。

典照　　　コラ離れろよ。

八重樫　　は、離れるう？

しおり　　全然。

典照　　　言っとくけど俺はゴメの提案には反対だからな。

八重樫　　････僕はそれでいいと思ってるけど？

しおり　　ええー？やだよこのままなんて。

八重樫　　じょ、冗談冗談。

典照　　　へえ、冗談と取っていいんだな。


八重樫、典照を無視してしおりの手を拭いてやる。


八重樫　　こうやって丁寧に取ってさ、後から、うわああ！（典照に背中に手を入れられる）

典照　　　無視するなよ。


　　　　　　　　　　八重樫、飛びのいて典照に背中を向けないように努める。
　　　　　　　　　　後ろを取ろうとする典照。その場でぐるぐる回っている八重樫。


八重樫　　ごめんマジやばい止まって。（とフラフラ）

典照　　　俺もちょっとやばい。（とフラフラ）　　　

しおり　　どうして踊ってるの。

八重樫　　そ、そんな気分って言うか。（触られる）ぎゃー！

しおり　　え？

八重樫　　発声練習です。あんまり僕の動きを気にしないように。

しおり　　う、うん。

典照　　　だから、どうして無視するんだっての。

八重樫　　か、体を動かすのって気持ちいいなあ！（と無茶苦茶に踊りながら左右に典照をを避ける）

しおり　　…何してるの？

八重樫　　は、反復横とび！会社の体力測定で、（追われて）ギャー！だから寒いってのに！

しおり　　そんなに動いてるのに？


　　　　　　　　八重樫、典照と距離を置き、腰を落とした姿勢で間合いを取る。


しおり　　それは？

八重樫　　……カバディー。･･･カバディカバディカバディカバディッ！！

典照　　　ふざけんなっ！（と突進）

しおり　　（同時に寄る）面白そう、私もやっていい？

八重樫　　近寄るな！

しおり　　え。

八重樫　　違うんだ、か、カバディーはこう見えても危険なスポーツなんだ。

しおり　　そうなんだ、こわいね。

八重樫　　僕はかなり怖い。

しおり　　汚れ、全然落ちないよ（とハンカチでごしごし）

典照　　　八重樫頼むよ、しおりに言ってくれ。俺がここに居るって言ってくれよ。

八重樫　　そんな事したってどうにもならないだろう？

典照　　　･･････。

しおり　　（しょんぼりと）そっか。そうだね、やっぱり石鹸がいるのよ。コンビニのトイレで手、洗ってくる。

八重樫　　ああっ。　


　　　　　　　　　しおり、去る。
　　　　　　　　　残される二人。気まずい。


典照　　　何で？

八重樫　　カバディ？

典照　　　（追いかける）俺の事、隠す意味は？

八重樫　　（逃げ回る）過去の人に意味なんてないだろう？

典照　　　過去の人お？

八重樫　　僕に任せろって。

典照　　　だから。
八重樫　　さっさと成仏して勝手にやってくれって言っているんだ。

典照　　　しおりをどうする気だ。

八重樫　　大事にするよ。

典照　　　お前だけはダメだな。

八重樫　　理由は？

典照　　　気に入らない。

八重樫　　通用しないね。

典照　　　俺にはそれで十分だよ。

八重樫　　しおりちゃんに幸せになって欲しくないの？

典照　　　あいつとはうまくいってた。

八重樫　　そうだね。でも彼女は死のうとしたんだ。

典照　　　･･････。

八重樫　　君、その方がよかった？彼女が自殺していっしょに幽霊になった方が。

典照　　　馬鹿な事言うな！俺は、

八重樫　　彼女を助けたのは僕だ。

典照　　　･･･気に入らねえんだよ。お前だけは絶対。

八重樫　　違う。僕だからじゃない。一倉典照、きみは彼女に近づく男なら誰だって気に入らないんだ。

典照　　　あっ、当たり前だろうそんな、だって俺達は、

八重樫　　君がそうやって頑張れば彼女は孤独になるんだ、それが分からないのか？

典照　　　だ、だってあいつはこの場所に来てくれていて、

八重樫　　でも彼女の前に君はもういないじゃないか、どこにもね。君って存在はもう消えたんだ！

典照　　　あっ。（よろけて自分の足を確かめる）･･･まさか、揺らいだ？こんな言葉で。

八重樫　　具合悪いのか？

典照　　　生きてる奴に心配されたくないね。


　　　　　　　　足を気にしている典照。飛び跳ねている。
　　　　　　　　八重樫の携帯がなる。
　　　　　　　　典照をちらりと見てから携帯に出る八重樫。


八重樫　　もしもし。･･･ああ、編集長、お疲れ様です。ええ、順調ですよ、今、取材先で、もしもし？
･･･あれー、もしもし、ちょっと、電波の調子が、


　　　　　　　　典照、携帯の電波を手で払って妨害している。それを発見する八重樫。

典照　　　（電波をチョップで切りつつ）フン！

八重樫　　（ムカつきながら）も、もしもし、聞こえますかあ？


　　　　　　　　八重樫、典照を睨んでから電波状態のいい所へ去る。
間。

　　　　　　　　場面、変わる。
　　　　　　　　典照、ゆっくりと台に近づく。
　　　　　　　　台の上をなでて、腰掛ける。
目を閉じ、両手で耳をすます典照。


典照　　　瓦礫が･･･、存在感、パワー。夜走ると分かるんだ。夜のビル郡は魂が抜けたみたいで、
　　　　　　でもここは、壊れてしまったここには、何か。それがしおりの言う、声だって分かった。
　　　　　　瓦礫が叫んでいる。この力、この声は俺の中の何かを駆り立てる。だから俺は走っていける。
　　　　　　しおりのお陰で分かったんだ。


　　　　　　　　　　しおり、典照の後ろを横切って現れる。


しおり　　違うよ。典照が夜の瓦礫の話をしたから、そしてこの場所に連れて来てくれたから、
　　　　　　私はあの絵本の記憶を思い出せたの･･･あの声を思い出せた。ここに来なかったら、
　　　　　　大切な物をなくしたって事を、二度と思い出せない所だったの。もし完全に忘れて
　　　　　　しまったら、きっと私に穴が開いちゃうね。ありがとう、典照。
　

　　　　　　　　　間。


典照　　　だけど俺の足は。もう走れないんだ！もうなくしたんだ！ここに来たって、


　　　　　　　　　　間。


典照　　　（はっと我に返る）･･････しおり？


　　　　　　　　場面、元の場所に戻る。
　　　　　　　　典照に完全に背を向けているしおり。
　　　　　　　　ニコニコ笑って粗大ゴミの一つをなでている。


典照　　　しおり。俺は、


　　　　　　　　　しおり、典照の前を楽しそうに通り過ぎ、
　　　　　　　　　別のゴミの前にしゃがみ、なでている。
　　　　　　　　　典照、ぼんやりとそれを見ている。
　　　　　　　　　大きく息を吐き出す典照。気を取り直して、見守っている。
　　　　　　　　　しおり、段に腰掛ける。


しおり　　ねえ、典照。

典照　　　･･････何？

しおり　　典照。

典照　　　ん？

しおり　　典照。

典照　　　はい。

しおり　　典照。

典照　　　はい。

しおり　　典照！

典照　　　はい！

しおり　　典照！

典照　　　はい！

しおり　　典照！

典照　　　はい！

しおり　　返事してよ！

典照　　　･･････。

しおり　　･･････どうして？どうしてみんな優しいの？みんな優しくするから、私笑うしかないじゃない！
　　　　　　どうして優しいの？いないから？典照が、死んじゃったから？私、典照のせいで家に帰れない！
　　　　　　部屋に、あなたがいた証拠が残ってるから！友達に会いたくない！典照の事、一言も触れないから！
　　　　　　どうして私は笑うの？典照がいないのに、どうして笑ってるの？私どうすればいいの！典照、答えて！

典照　　　しおり！（しおりを抱きしめる）

しおり　　･･････寒い。

典照　　　！


　　　　　　　　典照、手を離す。
　　　　　　　　しかしそばから離れられずにしおりの真横に添っている。
　　　　　　　　震えているしおり。
　　　

しおり　　…もう考えたくないのに、どうして思い出すの…つらいだけなのに、私、


　　　　　　　　しおり、目をあけたまま仰向けにゆっくり体が倒れる。
　　　　　　　　典照、受け止められず、その下敷きになる。


典照　　･･･しおり？おいどうした？（起こせない）おい誰か･･･おい！八重樫！早くきてくれ、八重樫！


　　　　　　　　　八重樫、駆け込んでくる。


八重樫　　どうした。

典照　　　しおりが変なんだ。俺には何も出来ない。早く！

八重樫　　早くったって･･･しおりちゃん！（顔を覗き込む）ええ？どこ見てんだ？ 


　　　　　　　しおりの目の前に手をかざして振る八重樫。
　　　　　　　　我に帰り八重樫をきょとんと見るしおり。


しおり　　えっ、ど、どうしたの八重樫さん。

八重樫　　どうしたって、それはこっちだよ。大丈夫？

しおり　　なにが？

八重樫　　ぼーっとあっち見て返事しなかった。

しおり　　うそっ。考え事してたかな。

八重樫　　ええ？おどかさないでくれよ。

しおり　　ごめんごめん、大丈夫。

典照　　　･･･よかった。

しおり　　ね、ここの取材、いつまで？

八重樫　　今週中には終わらせたいな。

しおり　　今週中って、あさってじゃない。はかどってるの？

八重樫　　まあね。でも取材テーマが少しずれちゃったから、その辺りは整頓しないと。だって、
　　　　　　君に出会ってから、少しこの場所の見方が変わって、

しおり　　早く終わらせたいね、気味悪いでしょ？

八重樫　　そんな事は。

しおり　　お化けでも出そうじゃない。私、早く帰りたい、汚れちゃうし。

八重樫　　…え？

しおり　　取材終わって、記事が本に載って、皆が問題に関心持ってくれて、ここが綺麗になるといいね。
　　　　　　もしそうなったら八重樫さんが頑張った証拠だよね。頑張ってね。

典照　　　…しおり？

八重樫　　一倉典照、くんの事はもう平気なの？

しおり　　だれだっけ？それ。どこかで聴いたことあるなあ･･･何してる人だっけ。

八重樫　　…陸上選手。

しおり　　あ、何かそんな気がする。でもごめん、スポーツよくわかんないんだ。八重樫さんのお友達なの？

八重樫　　･･････いや･･･。

しおり　　やだ、お腹なっちゃった。ダイエット、もうやめちゃおうかな。


　　　　　　　　しおり、服の埃を払い、汚れを気にしている。
　　　　　　　　思わず顔を見合わせる八重樫と典照。


八重樫　　（こっそりと典照に）･･････一体どうなってるんだ？

典照　　　俺の事、忘れてる。

八重樫　　わ、忘れっ･･･？嘘だろ。

典照　　　･･････大変だ･･･しおりが、しおりから俺の事が消えて、･･･違う！俺だ、俺の顔が見える。

八重樫　　何だって？

典照　　　俺の中だ！、しおりの記憶がそっくり俺の中に･･･、思い出そうとすると俺の顔が見える！
　　　　　　しおり側の目線だ、これは。

八重樫　　やっぱり大丈夫じゃなかったんだ。

典照　　　頼む八重樫、俺の事を、しおりに俺の事を伝えてくれ！このままじゃ忘れられる！

八重樫　　……一倉典照。

しおり　　どうしたの八重樫さん。お腹すかない？ね、帰りに一緒にご飯食べに行こう？せっかく
　　　　　　仲良しになれたんだから。

八重樫　　な、仲良し？

しおり　　うん。仲良し。

典照　　　八重樫！

八重樫　　･･･よおーし！ボクチン今日は何でもおごっちゃうぞーっ！

しおり　　本当に？うれしい！

八重樫　　ぼかあ幸せだなあ！


　　　　　　　　　　八重樫、典照を無視、しおりを連れて去って行く。


典照　　　てっ、てめえ八重樫ーっ！覚えてろよ、呪うぞ！マジ呪ってやるからなーっ！



　　　　　　　　　　　　　　　　　｛５｝


　　　　　　　　呆然と立ち尽くす典照。
　　　　　　　　　足をぶらぶらさせて、段上からから声を掛けるゴメ。


ゴメ　　　流れが揃っちゃったのよ。

典照　　　…流れ…？（段上へ駆け上がり）…長居サン、説明したとおりだ。しおりは大丈夫なのか。

長居　　　（現れて）うーん、別に死にはしないけど？生きていくのに不可欠なものじゃないし。知り合い
　　　　　　程度には君の事、覚えてると思うよ？

典照　　　･･････。

長居　　　向こうはつらくって、君の事を忘れたがった。一方きみは、自分の事を思い出そうとしていた。 
　　　　　　君にあいてる記憶の穴がね、吸い付けちゃったんだね。向こうは吐き出し、こっちは吸い込む。
　　　　　　二人が接触した瞬間、絶妙のタイミングで流れが成立したって訳さ。

典照　　　混乱しそうだよ、一緒にメシ食った記憶、俺側としおり側、どっちの味も思い出せるんだ。

ゴメ　　　得した気分じゃない。

典照　　　とんでもない、･･･あっ･･･。何だよ、しおりの奴、俺見ながらそんな事思って、うふふふ。

ゴメ　　　その笑い方やめて。思い出すの、ストップ。

長居　　　（典照をじっと見て）肝心の穴ぼこは埋まってるけど、埋めてる記憶、全然ハズレだね。掃除機で
　　　　　　吸われっぱなしみたいなもんだ。

典照　　　うん･･･思い出せないし、答えも分からない。あの時のあいつの記憶、俺が掛けた電話に寝ぼけて
　　　　　　出て、それきりだ。寝ちまってる。

長居　　　せっかくの相手の記憶もだめか。今その問題は後回しだな。

典照　　　あのさ、しおりの記憶って、俺の体みたいに触れないかな。くっついてる記憶を取って、
　　　　　　しおりに返せばいいんじゃないかな。

長居　　　手ェ突っ込んでみたら？

典照　　　（言われるまま服の中に手）･･･あ。ある。あるよ、何か俺からはみ出て、うわ、これ！

長居　　　取れない？

典照　　　まるで生えてるみたいだ。全然取れない。

ゴメ　　　ずっとこのままって事？

典照　　　もしそうなら、しおりは俺を忘れたままで。 

長居　　　いずれ思い出そうともしなくなるだろうね。その上、･･･まずいな。

ゴメ　　　まずいの？　

長居　　　君、集積場に行くべきだね。すぐに。

典照　　　ゴミ集積場？でも、

長居　　　違う違う。魂の集積場だよ。あそこには管理者がいてね、魂の扱いなら専門中の専門だから。
　　　　　　君を助けてくれるかもしれない。

典照　　　魂の集積場。

長居　　　でも、危ないかなあ。今の君、一人半だし。

典照　　　え。

長居　　　とにかく今は行くしかないな。あっち。いい？気合だよ。これだけは忘れないようにね。
　　　　　　自分が揺らいだら、気合。絶対に守るんだ。

典照　　　あ、ああ。ありがとう。とりあえず行ってみる。じゃあな、ゴメ。

ゴメ　　　待ってよ、置いてく事ないでしょ。


　　　　　　　　　典照・ゴメ、走り去る。


長居　　　おーいゴメ！その背負ってるカバン、重くないのかー。

ゴメの声　　　平気ー！

長居　　　･･････。


　　　　　　　　　　長居、複雑な笑顔で見送り、去っていく。

　　　　　　　　　　場面が変わる。
　　　　　　　　　　段上に現れる、ブリティッシュパンク風の格好をした蘭丸。
　　　　　　　　　　何故かネクタイを後ろ前に締めて背中にたらしている。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　蘭丸は、楽しそうにほうきを持ち、ちり取りで床の上を掃き集めている。
　　　　　　　　　　急にころりと寝転がる蘭丸。しばらく転がって顔を向けた先をじっと見る。
　　　　　　　　　　次に反対方向に転がる。ニヤニヤし始める蘭丸。
　　　　　　　　　　ひょっこり起きて、楽しくてたまらない、といった風に顔をあげ、遠くを見る。
　　　　　　　　　　やがて、はっと気付く。


蘭丸　　あっ、大変だ、おしごとしなきゃ。お仕事、お仕事。


　　　　　　　　　蘭丸、ほうきを手にする。
　　　　　　　　　が、しゃがんだままほうきを立てて、手を離し、ぱたりと倒す。
　　　　　　　　　もう一度立て、倒す。笑いがこみ上げてくる蘭丸。

　　　　　　　　　と、現れる典照とゴメ。
　　　　　　　　　蘭丸の奇怪な動きを遠巻きにみている。


典照　　　･･････こいつか？

ゴメ　　　わかんないよ。私もこっちには来た事ないから。ねえ、ちょっと、あんた。

蘭丸　　　（振り向いて）うわあああ！何だお前ら何しに来たっ！

ゴメ　　　「魂の集積場」の管理者？

蘭丸　　　ちゃんと働いてたんだ、今だけなんだ、サボってないからな！

ゴメ　　　え？

蘭丸　　　管理者に言うのか？

典照　　　お前、管理者じゃないのか。

蘭丸　　　蘭丸だよ。管理者じゃないよ。なあ、蘭丸は管理者に怒られるか？

典照　　　俺はその管理者とやらに会いに着たんだ。お前違うんだな？だったらいいよ、用は無いから。
　　　　　　別に掃除サボったこと、チクらないし。

蘭丸　　　お前達、ただの来訪者？

典照　　　･･･まあ、そうかな。

蘭丸　　　なんだ、来訪者かよ。来訪者なら蘭丸の言う事を聞け。

典照　　　は？

蘭丸　　　ここは管理者の場所だ。来訪者と管理者、どっちが有利だ？

典照　　　･･･まあ、ここの持ち主、管理者かな。

蘭丸　　　（自分を指差して）蘭丸は門番。つまり、代理だ。来訪者と代理、どっちが有利だ？

ゴメ　　　代理、って答えて欲しいんだよね。

蘭丸　　　よく分かってんじゃん。

典照　　　で？

蘭丸　　　管理者に勝てる？

典照　　　･･････？

蘭丸　　　勝負なんだ。会えば向こうは本当の事を言う。それに勝てる自身あるか？お前、踏ん張れる？勝てる？

典照　　　勝つってアレか、揺らぐなとか、気合の問題ってやつ。

ゴメ　　　大丈夫だよ。私もいるし。

蘭丸　　　来る数は関係ない。やっぱ無理だね。帰りな。

典照　　　何で。

蘭丸　　　仕事が増えるんだ。やだよ。

典照　　　は。

蘭丸　　　いいか。勝手に管理者に会いに行くなんて許さないからな。

ゴメ　　　だからあんたに話し掛けてるの。門番ならコンタクトくらい取れるでしょ。管理者はどこ。

蘭丸　　　知りたい？

ゴメ　　　うん。

蘭丸　　　知りたい？

ゴメ　　　うんってば。

蘭丸　　　んっふっふっふ、教えなあーい。

典照　　　コラ、俺が遊んでやろうか、ああ？

蘭丸　　　（思い切り腰が引けている）らっ、蘭丸が出した条件クリアしないと教えないんだ。そうして
　　　　　　いいって管理者が言ったんだ。いいか、管理者が言ったんだからな！

ゴメ　　　（少し気の毒になって）わかったわかった、で、条件って？

蘭丸　　　ふっふっふ。蘭丸が驚くような衝撃の情報を提供しろ。

ゴメ　　　え？

蘭丸　　　例えば、今まで知らなかった驚くような事とか。

典照　　　雑学って事？何で。

蘭丸　　　聞こえなーい。質問じゃなく驚きをよこせ。

典照　　　こいつさっきからすっごい生意気だけど泣かしちゃっていい？

蘭丸　　　（腰が引けて）蘭丸は負け犬じゃないんだ！泣いたりするもんか！このやろ、来やがれっ！

ゴメ　　　やめてあげなよ。

典照　　　しょうがないなあ。

蘭丸　　　ふん、しっぽ巻きやがって（寄られる）いいかあ！怖くないぞ！ちっとも怖くないからな！

ゴメ　　　相手するより雑学のほうが早そう。


　　　　　　　　　ゴメ、背中のバッグから、メモ帳。
　　　　　　　　　パラパラとめくる。

典照　　　例のメモ？

ゴメ　　　初めて聞いた事は全部メモってるから。雑学ならまかせて。これどう？「美川憲一と三輪明宏は同じ誕生日だ。」

典照　　　へえー。

ゴメ　　「江頭２：５０の黒タイツは高級ダンス用品メーカーチャコットの特注品である。」

典照　　　へえー。

ゴメ　　「タモリの本名は森田一義である。」　　　

典照　　　…へえ。（違うトーンで）


　　　　　　　　　妙な間。


典照　　　･･･俺感心させてどうするんだよ。こいつしらっとしてる。

ゴメ　　　やだ、もしかして全部知ってた？

蘭丸　　（しらっと）知らないけど別にー。興味ないもん。

ゴメ　　　なんだと。

蘭丸　　　もっとさあ、衝撃の事実で驚かせてくれよ。そんなくっだらないのじゃなくってさあ。

ゴメ　　　…こいつさっきからすっごい生意気だけど泣かしちゃっていい？

蘭丸　　　な、泣いたりなんかするもんか！いいか、蘭丸はつま先の破れたサンダルより衝撃的じゃない
ものなんかで心動いたりしないんだからな！

ゴメ　　　さ、サンダル？

典照　　　こっちは急いでるんだ。いいから管理者を呼んで来いよ、

蘭丸　　　条件クリアしてからだよバーカ。とっとと帰りな！

典照　　　本気で泣かすぞ、この、逆向きネクタイ！

蘭丸　　　え。

典照　　　ネクタイ前後ろじゃないか。お前こそバカじゃねえの？鏡で見たこと無いのかよ首の後ろ！

蘭丸　　　…無い！

典照　　　は？

蘭丸　　　無い…無いよ！蘭丸、首の後ろ見たこと無い。後ろに締まってるの、やっぱりネクタイだったんだな！
　　　　　　ずっと思ってた通りだ、良かったあ、教えてもらえてよかった、最高の気分だ！
　　　　　　ありがとうな、お前！ありがとう！

典照　　　え、いや、いいけど。

ゴメ　　　ネクタイと信じればネクタイになるのよこの世界は。

典照　　　しっ。

蘭丸　　　すっげー！衝撃的、いや、感動的な事実だあ！わかったよ、案内する、集積場の管理者に
　　　　　　会わせてやるよ！約束だからな！

典照　　　よし、頼んだ。

蘭丸　　　…あのさあ、ついでと言っちゃ何だけど、一個頼まれてくれるかなあ。

典照　　　まだあんのかよ。

蘭丸　　　あのさ、ちょっとでいいんだ。いらない記憶分けてくれるかな。忘れてもどうでもいい、
　　　　　　細かいの。そう、さっきみたいな雑学でいいから。

ゴメ　　　何よ、くっだらないって言った癖に。（とメモをめくる）

蘭丸　　　いらないよ、それじゃダメ。

ゴメ　　　え？

蘭丸　　　（典照に）お前のがいい。

典照　　　別に忘れてもいい事？じゃあ、陸上部で聞いたやつ…「陸上競技のトラックは、今は左回り
　　　　　　だけど、昔は右回りでした。」

ゴメ　　　…へえー。（何故かあいまいな表情）

典照　　　（ゴメに）メモらないの？

ゴメ　　　え、う、うん。（とメモる）

蘭丸　　　それでいいや。じゃ、もらうよ。


　　　　　　　　　　　　蘭丸、典照の背中をぽんと叩く。つばを飲み込むような反応の典照。
　　　　　　　　　　　　典照の服のポケットに手をつっこむ蘭丸。と、折りたたんだ紙が出てくる。


蘭丸　　　（嬉しそうに）これこれ、サンキュー。じゃあ、案内するよ。置いてかれるなよ！


　　　　　　　　　　　　　蘭丸、ほうきとちり取りで地面を掃き集めながら走り去る。
　　　　　　　　　　　　　あとを付いていく二人。


ゴメ　　　あいつ、あんな事できるなんて。下っ端があれなら、期待大ね。

典照　　　あんな紙みたいなのが記憶？

ゴメ　　　そうみたい。…しってる？典照。陸上競技のトラックって、昔は右回りだったんだって。

典照　　　へえーっ！マジでえーっ？（去りながら）…右周りって事は、反時計回りって事か…？

ゴメ　　　やれやれ。


　　　　　　　　　　　典照、去る。
ゴメ、立ち止まり、首のメモ帳を手にする。


ゴメ　　　…どうして、これじゃ駄目だって言うの。


　　　　　　　　　　　ゴメ、典照を追って去る。



　　　　　　　　　　　　　｛６｝


　　　　　　　　　ゴミ集積場。
　　　　　　　　　しおりと八重樫が現れる。

しおり　　ＰＴＳＤだって。

八重樫　　･･･そうなんだ。

しおり　　悲しすぎたりつらすぎたりしたせいで、パニック起したり、急に具合が悪くなる心の病気。
　　　　　　私の場合は、記憶障害じゃないかって。でも、体調は別に悪くないんだよ。

八重樫　　他に何か問題は無いの。

しおり　　今の所。先生が言うには、普通にお仕事も出来るって。友達なんて、元気になって良かったって
　　　　　　言ってくれる位なんだ。

八重樫　　そっか、安心した。

しおり　　昨日は夏物買いに行っちゃった。でね？友達にね、･･････あー、どうしようかな。

八重樫　　何。

しおり　　いい。また今度。

八重樫　　気になるなあ。すっごく気になるよ。

しおり　　私、同じ事言ったの。

八重樫　　え。

しおり　　最近仲良くなって、気になる人がいるって、言っちゃった。･･･八重樫さん、迷惑だった？

八重樫　　･･････うそお。

しおり　　ああ、いいの、友達にはそこまでしか言ってないし。難しく考えないで。それだけの事
　　　　　　だもん。大した事じゃないよ。

八重樫　　（つぶやく）いやいやいやいやいや大した事だ。

しおり　　いや？

八重樫　　いやいやいやいや。

しおり　　いやいや？

八重樫　　いやいやいやいやいやいや。

しおり　　やいやい？

八重樫　　や、いやいやいやいやいやいや･･･っ、あのさ！

しおり　　は、はい。

八重樫　　奇跡って信じる？

しおり　　え？

八重樫　　奇跡だよ奇跡、MIRACLE！…や、別に英語で言う必要ないんだけど。

しおり　　どうして？

八重樫　　僕は信じる。奇跡を信じる。どうかその事を忘れないで。

しおり　　う、うん。

八重樫　　このゴミ山が二人を引き合わせた、これはまさに、MIRACLE！

しおり　　どうしていつもここで会うの、私たち。

八重樫　　それは、僕がここを取材してるから。

しおり　　それに最初に出会った場所がここだからだよね。

八重樫　　覚えてるの。

しおり　　うん。酔っ払ってあなたにおんぶされた事だけ。あとは全然。

八重樫　　その後僕の頭と服に何したかは忘れたのね。それで？

しおり　　もう、会うの、やめない？

八重樫　　ええ！（大きくよろける）

しおり　　ここでは。お店とか、公園で会おうよ。

八重樫　　（ほっとして）ああ、そういう意味か、･･････え。

しおり　　なんだかね、気になっちゃうんだ。どういえばいいのかな、ここの雰囲気に囲まれちゃって。私、変？

八重樫　　いいや･･･それは、声だよ。声が聞こえるんだ。

しおり　　声？やだ、怖い事言わないでよ。

八重樫　　･･････しおりちゃん。

しおり　　私、苦手だよ、そういう見えないもの。


　　　　　　　　　　八重樫、少々複雑。
　　　　　　　　　　しかししおりが服の袖をつかむので、一気にニヤケ顔になる。


八重樫　　大丈夫だよ僕がいるから。･･････なんちゃって。

しおり　　うん。

八重樫　　か、神様、人生に二度あるというモテ期が、ついにやって来たんですね。

しおり　　ああ、そうだ。


　　　　　　　　しおり、ポケットからビーズのネックレスを出す。


しおり　　これって、ここに捨ててあったのでしょう？私、どうして持って帰ったりなんか。

八重樫　　ああ、それはね、

しおり　　（ゴミ山の裏に回り、投げる仕草）誰が触ったかわからないものなのに。どうかしてたね。

八重樫　　･･････。

しおり　　どうしたの、八重樫さん。

八重樫　　ううん、まだ、すこし仕事が残ってるから。外からも写真取らなくっちゃ。

しおり　　私もお仕事、お付き合いします。いいでしょ、お付き合いさせてください。

八重樫　　･･････おつきあい。お、おつきあい。


　　　　　　　　喜びを噛みしめる八重樫、しおりを連れて去る。

　　　　　　　　段上。瓦礫の山。
　　　　　　　　蘭丸に案内されて入ってくる典照とゴメ。
　　　　　　　　足元には幾つかの段ボール箱。


ゴメ　　おおーい！ご主人さーん！来訪者だよー！ご主人さーん！

典照　　うわ、何だここ、まるでゴミ山じゃないか。

ゴメ　　散らかってるね。


　　　　　　　　現れる、管理者・「わっか」
　　　　　　　　手動式のシュレッダーを手にしている。


わっか　　蘭丸、あんまり物見遊山の魂は連れてこないで下さい。

蘭丸　　　だってご主人さん、こいつら、蘭丸をびっくりさせたんだよ？

わっか　　へえ？それは見ていませんでした。これの中味をカラにしてたので。

蘭丸　　　ね、ね、ご主人さん、それ使ってもいいだろ？ほら、もらったんだ。（と紙）

わっか　　奪ったりしていないでしょうね。

蘭丸　　　ちがうよ、なあお前、蘭丸にくれたんだよな、この記憶。

典照　　　あ、ああ。


　　　　　　わっか、「ふーん」という頷き。蘭丸にシュレッダーを渡す。
　　　　　　満面の笑みで紙をシュレッダーにかける蘭丸。

蘭丸　　　おおっ、すげー！細かっ！すげー！うわー！

わっか　　そんなに面白いですか？幸せですねえ本当。

典照　　　あのさあ、

わっか　　（無視）

典照　　　･･･すみませんがお願いが。

わっか　　忙しいので。
　　　　　　（とシュレッダーを取り上げ、置きっぱなしの段ボールから出した紙をかけ始める。）

典照　　　ですけどお願いが。

わっか　　（無視）

ゴメ　　　お願いだよ。典照を助けてやって。困ってるの。

典照　　　（ムッとして）ほんのちょっとの時間だけ分けてくれませんかね？あんたにとっては
　　　　　　たいした用件じゃないと思うんですけど？ 

わっか　　現世の人の記憶がくっ付いちゃったんでしょう？

典照　　　どうしてそれを。

わっか　　私の名は、わっか。私が存在して初めてこの世界はわっかとなる。わっかの軌道上で
　　　　　　起こる事は大体把握していますよ。あなたに何があったのかも、見当付きます。

ゴメ　　　わっかあ？えらそうだけど言ってる事、本当に本当？ここだって魂の集積場って割りに、
　　　　　　まるでゴミの山みたいに見えるんだけど？

わっか　　集積場と名のつく場所なんてこんなもんでしょう。

典照　　　なあ、持ち主にくっ付いてる記憶を返してやりたいんだ、俺、蘭丸をびっくりさせて
　　　　　　条件クリアしたじゃないか。あんたがそうしてもいいって言ったんだろう。

蘭丸　　　蘭丸、すっげーびっくりしたよ。ご主人さん、いいじゃん。それに、もうあいつの記憶
　　　　　　もらっちゃったしさ。

わっか　　･･････。

　　　　　　　　　　　　わっか、ため息。
　　　　　　　　　　　　典照の背後に回り、背中をかるく叩く。すこし顔をしかめる典照。

わっか　　癒着がひどいですね。記憶の相手が恋人とか血縁者な時にありがちな事ですよ。

典照　　　･･････取れないって事？

わっか　　いえそうでも。普通は。

典照　　　普通はって･･････俺は？

わっか　　引きがない。

典照　　　引き？

わっか　　普通、忘れたら思い出そうとするんです。理不尽な忘れ方したんですし、向こうから
　　　　　　引っ張ってくるはずなんですけどね。

ゴメ　　　もう完全に忘れたってこと？

わっか　　もっとたちが悪い･･･受け取りを拒否しています。

典照　　　･･････え。

わっか　　思い出したくないんです、あなたを。

典照　　　俺を、

ゴメ　　　典照。

わっか　　今彼女は新しい道を歩もうと模索しています。なのにあなたは死してなおその足に絡み付く。
　　　　　　それを取り払うのは罪だと彼女は感じ、あなたなき日常を普通に過ごす事さえ罪と
　　　　　　とらえた。そんな一生、耐えられますか？

典照　　･･････。

ゴメ　　　やめてよ、典照が、

わっか　　蘭丸も言ったでしょう。勝負みたいなものです。私は本当の事を言う。揺らげば彼の負け。

ゴメ　　　負けたら典照をどうするつもり。

わっか　　私は別に。仕事が増えるだけですね。

ゴメ　　　仕事？

わっか　　蘭丸、掃除は？

蘭丸　　　こんだけ。（と、ちり取りをもってくる）

わっか　　少ないですね。サボってばかりいないでもっと手伝いなさい。ちり山へもってって。

蘭丸　　　はあい。（去る）

わっか　　ちり山とは、分解した魂とその記憶を積み上げた山です。ちり取りの中身は分解した魂。
　　　　　　この紙っぺらは、魂たちのバラけた記憶です。

ゴメ　　　記憶？魂だけでなくて？

典照　　　分解って？だって魂って、（自分を指し）こういうのじゃないのか？

わっか　　それは粒々の集合体です。自分が生きていた頃の記憶を接着剤に、その形になっているだけ。
　　　　　　自分が自分だと認識する事で魂はくっ付きあっているんです。

典照　　　長居サン、だから自分をしっかりさせろって言ったんだ。

わっか　　あなた、もうすぐ分解しますよ。

典照　　　ちょっと待てよ、俺がどうして。

わっか　　不適合を起こすんです。他人の記憶が入り込めば、簡単に自分が揺らいでしまう。自分が
自分でいいのか分からなくなって短い時間で分解します。

典照　　　冗談じゃない！

ゴメ　　　記憶をどうにかはがせない？

わっか　　無理ですってば。

典照　　　あんたよく分かんないけど、偉い人なんだろ？その位、…あれ…何か（ふらつく）

わっか　　だるそうですね。残念ですが、分解しかけています。

典照　　　どうして。

わっか　　記憶のズレのせいです。これが不適合です。

典照　　　ズレ･･･不適合？

わっか　　思い出して。あなたが自分のことで苦しんでいた時、彼女はあなたのことで苦しんでいた。
　　　　　　このズレ。彼女はわざと明るく振舞った。あなたは無神経だと彼女に当たった。このズレ。

典照　　　･･･だってあの時。

わっか　　間違っていたのはどっちだろう。どっちの側を見ていたいですか。

典照　　　･･･あれ･･･。（力が抜けていく）

わっか　　両方の記憶を一度に見てください。あなたと彼女、同じ物を違う目で見ていた瞬間。
　　　　　　このズレ。もっと思い出して。いま思い出すのは、誰の記憶ですか？
　　　　　　どれがあなたのものだろう。混乱してきた。そうですね？

ゴメ　　　こいつの言葉、聞いちゃ駄目だよ。わざと悪い事ばかり言ってるんだ、信じないで。

わっか　　信じるも信じないも。ただの不適合ですよ、これは。

ゴメ　　　こんな所、出よう。しおりのところへ。八重樫がいる、あいつなら。

わっか　　ここから出ないで下さい。変な場所で分解したらどうするんですか。蘭丸の身にも
　　　　　　なってやって下さいよ。

ゴメ　　　うるさいよ、ひどい事ばっかり、あんたなんか大嫌いだ。こんな所、出よう。しおりの
　　　　　　ところへ。八重樫がいる、あいつなら。

典照　　　ゴメ、

ゴメ　　　…立てないの。

典照　　　足が、感覚が無い･･･。

わっか　　それが誰の足か分からなくなったんですね？次は手の事を考えてみましょうか？

ゴメ　　　（わっかを睨んで）典照、私、八重樫に会うよ。いい？あんたの為に行くの。勝手に
　　　　　　分解したら、許さないからね！

　　　　　　　　　ゴメ、段下へ走り去る。
　　　　　　　　　周りを見回すが、誰もいない。さらに奥へ探しにでる。
　　　　　　　　　それを壇上で見ている典照とわっか。

　　　　　　　　　しおり、現れる。
　　　　　　　　　それに続く八重樫。
　　　　　　　　　薄い冊子を持つしおり、ページを広げる。

しおり　　八重樫さんの記事乗ってる。凄いよね、ちゃんと本屋さんに並んでいるんだもん。

八重樫　　地元だけだよ、地元だけ。

しおり　　あ！ここ、写真！（少ししゃがんで）へえ、こうやって撮ったんだ。面白い。

八重樫　　そんなに感心しないでよ、困ったな。

しおり　　（写真と実物を見比べ）写真で見ると、まるで、難しい芸術品みたい。粗大ゴミの山なのに。

八重樫　　そう、ありがとう。

しおり　　「粗大ゴミという名の即興詩人…声と主張」…声？

八重樫　　ああ、声。

しおり　　前にもそんなこと言ってたね。八重樫さん、声、聞こえるの？

八重樫　　えっ…、う、うん。そんな気がするだけなんだけど。

しおり　　「この場所で、彼らはアイデンティティを主張する。粗大ゴミと呼ばれる前の本来の名前を、大声で、恨むでなく、
　　　　　　嘆くでなく。使われていた日々に後悔は無い。彼らはただ、そこにあり、出来る事を続けて来ただけだ。だから、」

八重樫　　「だから我々は、道具と過ごしたその日々に感謝し、不要になった時はきちんと葬る責任がある。この場所には
　　　　　　不法にゴミが置き去りにされ続けている。その行為は、物に宿っている、大切な記憶まで捨てられているに等しいと、
　　　　　　記者は考える。」ちょっと気取っちゃったかな。

しおり　　ううん。知らなかった、そんなこと思ってお仕事していたなんて。てっきり、ここ、汚くて皆迷惑してるよって
　　　　　　記事書いてると思っていたから。

八重樫　　始めはそうするつもりだったんだ。だけど、

しおり　　だけど？

八重樫　　…ま、ものの見方を変えてみようかなって。思いつきで？あはは。

しおり　　ふうん。

ゴメ　　　お取り込み中、すいませんっ！

八重樫　　え…（振り向く）ひいいいっ。


　　　　　　　　　ゴメ、いつの間にか八重樫の背後にぴったりとくっ付く。
　　　　　　　　　しおりは記事を読んでいて気付いていない。


八重樫　　えっと、ナントカって子。

ゴメ　　　ゴメっ！

八重樫　　そう、それ。ゴメね。

ゴメ　　　いい身分じゃない。

八重樫　　は。

ゴメ　　　リャクダツアイ？

八重樫　　どうしてそうなる？彼は死んだ。彼女と僕は生きてる。こうなったとしても当然の流れじゃないかな。

ゴメ　　　しおりは典照を忘れてる。フェアじゃない。

八重樫　　仲良しになれって言ったのは君じゃないか。

ゴメ　　　･･････八重樫、助けて。

八重樫　　え？

ゴメ　　　しおりに典照の事を思い出すよう言って。だってしおりは自分から思い出そうとしてくれないもの。

八重樫　　それが答えなんじゃないかな。彼女は思い出したくない。忘れていたい。新しい日々のためには
　　　　　　つらい過去を忘れるって事も大事なんだ。

ゴメ　　　　つらい過去じゃないよ、思い出だよ。だから、典照は、

八重樫　　この話は無し。無意味だと思うけど？まさか彼、よりでも戻したいの？

ゴメ　　　違うよ大変なの。このままじゃ典照が消えちゃうの、しおりが思い出そうとしないと、どこにも
　　　　　　居なくなっちゃうの。

八重樫　　そりゃ、好都合だ。もう怖い思いしなくて済む。

ゴメ　　　八重樫！

八重樫　　君もどこへでも消えてくれないかな。


　　　　　　　　　八重樫、軽く手を払う。
　　　　　　　　　ころりと転がされるゴメ。


ゴメ　　　八重樫のバカあ！もししおりがいなくなったら、あんたは平気なの！

八重樫　　え。

ゴメ　　　しおりがもし、目の前から消えたら、あんただったら、…どうなんだよ！

八重樫　　ゴメ･･･一倉典照が、･･･本当なのか？

ゴメ　　　助けてよ…。


　　　　　　　　　　　　　　段上のわっか（仕事を続けている）と座り込んだままの典照。


典照　　　･･････俺、消えるのか。消えたら、俺はどうなる？

わっか　　消えませんよ、基本に戻るだけです。肉体が土に還るようにね。分解した魂と記憶は生き物みんなの為に
　　　　　　現世にばら撒くんです。

典照　　　現世に。

わっか　　魂の粒は「傷が治る事」や「新しい木の芽」とかに。記憶の切れ端は、「お日様があったかいなあ」だとか
　　　　　　「ちょっとキュンとなる気分」なんかになりますね。このニュアンス、わかります？

典照　　　……俺に、分解してそれになれって言うのか。

わっか　　魂の粒は自由です。どんな命の一部にもなる。恋人が怪我をした時、傷を埋める新しい細胞にだってなれる。
　　　　　　今と違って、彼女を直接助けてあげられるんですよ。

典照　　　だけどそれじゃ、

わっか　　そして記憶です。私はそれを切れ端にして散らすことが出来る。･･･あなた、彼女の何を預かっているんでしたっけ？

典照　　　･･･何をって･･･、（気付き、更に力が抜ける）


　　　　　　　　段下。
　　　　　　　　ゴメ、泣きそうになって八重樫を見上げている。
　　　　　　　　いたたまれなくなり、ゴメからしおりの所へと移動する八重樫。
　　　　　　　　と、しおり、あるページをめくり表情が曇る。
　　　　　　　　八重樫が近づいたのであわてて背中を向けるしおり。


八重樫　　どうしたの、しおりちゃん。

しおり　　う、うん。

八重樫　　何見てたの。

しおり　　（無言でページを開いてみせる）

八重樫　　･･･これ？あんまり君が良く撮れてたから。顔、出すの嫌だった？ごめん、聞くべきだった。

しおり　　覚えてない。

八重樫　　･･････。

しおり　　どうして私はあのビーズのネックレスを首から下げて、笑って写ってるの。

八重樫　　嬉しそうだったから撮ったんだ。君は楽しそうにしてた。

しおり　　私、ポケットからあのビーズが出てきた時、傷だらけで汚いって思ったのよ。きっと忘れる前に
　　　　　　拾ったんだろうけど、理解できなくて。いつもの私ならそんな事しないから、

八重樫　　あの時の君が、いつもの君だったんだよ。

しおり　　うそ。

八重樫　　うそじゃないんだ。

しおり　　だって、ゴミだよ。ゴミを漁ったんだよ。

八重樫　　宝捜しだって君は言った。

しおり　　きっとそっちの私がおかしかったの。今の私が普通なの。

八重樫　　そうじゃない、あの時、一倉典照の話をしていた君の方が、よっぽど僕は、


　　　　　　　間。
　　　　　　　八重樫、大きく息を吐きながら、テレビの前へ。
　　　　　　　テレビの上に、とんと音を立てて、手を置く。


八重樫　　･･････何てこった、だよな。

しおり　　え？

八重樫　　そういう事か。フェアじゃないって、こっちが言いたいよ。


　　　　　　　　間。
　　　　　　　　八重樫をいぶかしげに見ているしおり。


八重樫　　･･･しおりちゃん。しおりちゃんは、それでいいの？

しおり　　いいって？

八重樫　　記憶に穴をあけたままで、いいの。一倉典照の事を、忘れたままで、いいの。

しおり　　ああ、生活には支障ないってお医者さんが、

八重樫　　医者なんてどうでもいいんだ君の意見を言ってくれよ。

しおり　　私がご飯食べるようになって両親はほっとしてる。友達だって、前より笑うって、

八重樫　　君の事を聞いているんだ。

しおり　　どうして？忘れたままでいいじゃない。

八重樫　　しおりちゃん。

しおり　　私の部屋に、スポーツ用品のカタログがあった。知らないＣＤも。小さなテーブルとケージの棚
　　　　　　･･･どっちもペンキで塗ってあって、古着屋さんの雑貨みたいでかわいい。あれって、きっとここで
　　　　　　拾ったのを、ペンキ塗ってもらったんだね、そのひとに。

八重樫　　一倉典照だよ。

しおり　　もし覚えてたらあの部屋にいられないよ私。

八重樫　　しおりちゃん。

しおり　　写真も見たよ。･･･私とその人が、笑ってるの。二人とも、とってもいい顔してて、とっても
　　　　　　いい写真だと思った。私、うらやましいと思った。

八重樫　　だったら。

しおり　　ねえ。もし思い出したら、その写真を見て、また私は泣くんでしょう？

八重樫　　･･････。

しおり　　こわいよ。･･･私の中で、その人が二回も死んじゃうんだよ？そんなのって･･･。

八重樫　　ごめん、しおりちゃん、だけど、

典照　　　ありがとう、もういいよ、八重樫。


　　　　　　　段上から声を掛ける典照。
　　　　　　　八重樫、声が届き、思わず耳に両手をそえて見回す。


ゴメ　　　典照。

典照　　　俺、しおりに思い出して欲しいばかりだったけど、もういい。

ゴメ　　　何言ってるの典照、いいわけないでしょ。

典照　　　苦しいんだ。あいつの記憶が見せる景色が。悩んでたときの俺に、どう接すればいいか
　　　　　　悩むあいつ。俺が死んで、自分のせいだって責めて、泣いて、泣き止んだらすごくからっぽで、
　　　　　　感情を飲み込んで、飲み込んで、人前では笑おうとして。こんなの思い出させたくない、
　　　　　　だからもういい。

八重樫　　･･･もういいわけないだろう、だって、消えるって、

典照　　　思い出してもらったって、俺と話せるわけじゃないしさ。

八重樫　　消えたらそれっきりなんだろう？

典照　　　でも、しおりが、

しおり　　（八重樫に）それっきりでも仕方ないよ、一からやって行くしかないの。

典照　　　そういう事だよ。

八重樫　　（思わずしおりに振り返る）

しおり　　え。

典照　　　だからいいんだ、俺は、しおりの記憶から完全に消えた方が、

ゴメ　　　言うなあ！その先は言っちゃダメなんだ！

典照　　　ゴメ。

わっか　　どうします？彼女への最後の優しさ、なんでしょう？

典照　　　･･････。

わっか　　彼女の苦しみを胸に、一緒に分解しますか。

典照　　　･･････俺、

八重樫　　「私はテレビです！」


　　　　　　　　　突如テレビの前で叫ぶ八重樫。
　　　　　　　　　全員が八重樫を見る。


八重樫　　･･･ちょっと、気合入れたんだ。（と携帯を出し、ポケットから名刺）もしもし、ご無沙汰して
　　　　　　おります。いえ。実は、少々込み入ったお話がありまして。大事な話なんです、
　　　　　　ぜひ来て頂きたいと。本当に、ご多忙の中、申し訳ないんですが。場所ですか。
　　　　　　以前始めてお会いした場所で。ええ、そうです、鳴島さん。ゴミ山で、
　　　　　　お待ちしております。（切る）

典照　　　･･････鳴島さん？

八重樫　　（大声でゆっくり）答えを出すのは、もう少し後でもいいんじゃないかなあ！

典照　　　八重樫、一体。

しおり　　誰に電話したの。

八重樫　　一倉典照をよく知る人だよ。

しおり　　私、

八重樫　　思い出すのが嫌なら、話を聞くだけでもいいから。（大声で）これは、一種の賭けなんだ。

ゴメ　　　八重樫。

八重樫　　表通りまで迎えに行く。君は近くで聞いて欲しい。そうじゃなきゃ、フェアじゃない！

しおり　　（八重樫に背中を押されて）えっ、


　　　　　　　　　八重樫・しおり、表通りへ去る。

ゴメ　　　典照、八重樫が、こっちに来いって。

典照　　　･･････ゴメ、だけど、

ゴメ　　　立って！

わっか　　彼は立てませんよ。分解しかかって、

ゴメ　　　典照、あんた幽霊でしょ、幽霊は気合なの！たかが気合の問題なのよ！八重樫があんたの
　　　　　　ために動いたのよ、来なくてどうするの！

典照　　･･････八重樫。


　　　　　　　　典照、ゆっくりと立ち上がる。
　　　　　　　　黙って見ているわっか。
　　　　　　　　典照、段を降り切り、捨てられている原付に腰掛ける。
　　　　　　　　その横に付き添って座るゴメ。


典照　　･･･でも俺、ヤバイかもしんない。

ゴメ　　気のせいだよ、甘えないの。


　　　　　　　　典照、ニッと笑う。
　　　　　　　　と、話し声。
　　　　　　　　しゃべりながらやってくる八重樫に続いて現れるしおりと鳴島。


八重樫　　すみません、ここでお話聞いた方が彼女の記憶が、いえ、以前お会いした場所ですし。

鳴島　　　かまいませんよ。手短にお願いします。

八重樫　　どうしても一倉典照に関してはっきりしない事があって、是非とも彼の上司であった
　　　　　　あなたに教えていただきたいんです、出来うる限り、正確に。

鳴島　　　はっきりしない事とは。

八重樫　　彼女も知りたいそうです、ね。（と、もじもじしているしおりに）

鳴島　　　ですから、

八重樫　　一倉典照は、あなたにとってどんな男でしたか。ぱっとしない陸上選手、それとも
　　　　　　実務では全然使えない新人同様の部下。しかし、あなたは彼に慕われていました。
　　　　　　それは、あなたが仕事をたくさん与えたからです。彼は、あなたに必要と
　　　　　　されている、そう思ったんです。

典照　　　･･･何でそんなに細かく。

鳴島　　　そうです、しかし、それが一体。

八重樫　　ええ。あなたにもっと率直な意見が聞きたかったんですよ。

鳴島　　　意見、･･････意見？（はっとする）君、そういう事か。

八重樫　　はい？

鳴島　　　そういう事なら、私ではなく会社を通していただきたい。

八重樫　　ええ？いやだなあ、鳴島さん、ただ僕は、一倉典照が生きていた頃の、

鳴島　　　何を嗅ぎ付けたかは知らないが、私に払える金など無い。

八重樫　　金とおっしゃいましたね。それ、どういう意味ですか？

鳴島　　　･･････。

しおり　　（八重樫に）なに？

ゴメ　　　何だか変な事になってるよ。（とメモを開くが、典照に気付いてメモを閉じる）

典照　　　鳴島さん。

八重樫　　僕、一応ルポライターなんで、あなたに聞かなくても、内情はとっくに調べてあるん
　　　　　　ですよ、興味本位でね。

鳴島　　　え。

八重樫　　あなたがゴミ山に手を合わせたとき、言ったんです、「一倉君、どうか」って。
　　　　　　どうかの後に続くのは？安らかに？成仏してくれ？それとも、許してくれ？自殺を
　　　　　　止められなかった事に対してなら、「どうか」なんて言わずに、ひと言「すまなかった」
　　　　　　なんじゃないかと僕が勝手に思っていたものですから、引っかかって。

鳴島　　　だから調べたんですか。そんな事で。

八重樫　　知った所で僕には関係のない話だったから、それきりにしていましたけど、
　　　　　　少々事情が変わりまして。鳴島さん、お金じゃない、話が聞きたいんですよ。
　　　　　　彼が慕ったあなたから聞きたいんです。

鳴島　　　･･････。

八重樫　　彼はリストラの対象にされていましたね。

典照　　　え。

八重樫　　そして彼が自主的にやめるよう、仕向けた。そうですよね。

鳴島　　　あなたは、彼の恋人に説明しろとおっしゃるんですか。

八重樫　　彼女は一倉さんの死の事で自分を責めていました。


　　　　　　　　　　間。


鳴島　　　たしかに、あなたのおっしゃる通りです。

全員　　　･･････。

鳴島　　　企業スポーツ撤退後のわが社にとって、彼はすでに必要な人材ではなかった。
　　　　　　･･･私の役割は、彼に自分は会社から消えた方がいいと思わせる事でした。

典照　　　そんな。

鳴島　　　契約上の問題で一方的に解雇は出来ない。しかし入社一年目の社員と、陸上部引退後の
　　　　　　彼、人員削減の際どちらを残すべきかお分かりでしょう？

八重樫　　ええ。僕でも一倉さんは選ばないと思います。

しおり　　八重樫さん。

鳴島　　　これは、命令でした。正面切っての勧告を避け、彼にこなしきれない量の雑用と仕事を与える。
　　　　　　ランナーとしての彼が否定されれば音を上げて辞めて行くはずです。

典照　　　状況から逃げたら負けだと思ったんです。

鳴島　　　でも、彼は全部答えてしまう･･･かなり無理をしていたはずです。私は顔を見るたびつらかった。
　　　　　　しかし彼がやめると言うまで続けるしかなかったんです。

典照　　　全部こなさなきゃ周りに認められないって言ったじゃないですか。

鳴島　　　やがて絶望した彼は、疲れ切って死を選んでしまった。事故を装ったのは彼なりの配慮だったの
　　　　　　かもしれません。そんな結果は望んでいなかったのに。

八重樫　　彼だって望んでいなかったでしょう。

鳴島　　　今となっては、もう何も。

八重樫　　足の故障が治っていない彼にエレベーターを禁止し、階段を使わせる事を思いついたのは？

鳴島　　　私です。

しおり　　･･･ひどい。

典照　　　それは、もうお客じゃないってアピールを周りにしろってアドバイスで、

鳴島　　　彼は会社より自分の足の事を選ぶとばかり。

典照　　　ちゃんと認めてもらって何か返したかったんだ。

八重樫　　違いましたね･･･とんだお人よしだよ。

鳴島　　　･･･後悔、しています。会社の人間は、誰もが口をつぐみ、私をかばってくれる。ですが、
　　　　　　私は苦しかった。あれは仕方が無かったんだ、そう自分を納得させようとしても。
　　　　　　彼は私を恨みながら死んでいったに違いない。


　　　　　　　　　間。


しおり　　その人は、歩いたんですね。階段を毎日使ったんですね。

鳴島　　　･･･はい、毎日･･･自殺の当日まで。

しおり　　自殺じゃない。

鳴島　　　･･････え。

しおり　　分かんないですけど･･･もちろん、走れない事には悩んでたかもしれない。でも何されても、
　　　　　　全然気付いてなくて、ただ一生懸命働いていたんじゃないかって。きちんと言わないと
　　　　　　伝わらないタイプみたい。だから、誰かを恨んだり、自殺なんて、無いような気がします。

典照　　　しおり。

しおり　　そっか。そういう人を私は好きだったんだ。

典照　　　･･････。

八重樫　　やはり警察の見分の通りでしょう。彼は運転ミスで自損事故を起した、それだけ。
　　　　　　彼は最後までやり遂げるつもりだったんです。

鳴島　　　事故･･････。

八重樫　　（典照に）すっきりしたかったんだ。彼女に嫌な事思い出させるなら、君だって
　　　　　　嫌な事知るべきなんだよ。そう思って。･･･でも思い出してはくれなかった。すまない。

典照　　　しおり、自殺じゃないって言ってくれた。

八重樫　　･･････。

鳴島　　　やっと言えた･･･。やっと本当の事が。今までの非礼お許しください。（向き直り、深々と礼）

八重樫　　･･････。

鳴島　　　私が彼を自殺に追い込んだんじゃないか、そればかりが頭から離れなくて毎日苦しかった
　　　　　　･･･お二人に事実を話す事が出来て、ようやく救われた気持ちがします。

八重樫　　･･･救われた。

長居　　　このままでは私は苦しみ続け、救われる事は無いかもしれないと。まさかこんな日が来るなんて、

八重樫　　何が救われたんです。

鳴島　　　･･････。

八重樫　　僕は、あなたを救う為にわざわざ呼んだんじゃないんだ。何が許されたんです、あなたの、
　　　　　　一体何が許されたっていうんですか。

鳴島　　　申し訳ございません。

八重樫　　謝るなよ、僕にさあ！

典照　　　八重樫。

八重樫　　僕は、この問題を放置するべきじゃなかった。会社は定期的に調べさせてもらいます。
　　　　　　もし今後、一倉さんに行ったような仕打ちが誰かにあれば、いつでも告発しますから。

鳴島　　　しかし、私には会社の意向を止める権限は、

八重樫　　無いからあんな真似できたんですよ。あなたの良心は痛んだはずだ。それがあなたの
　　　　　　声だったのに。

鳴島　　　自分の声なんか聞いてたらキリが無いでしょう。会社を守る事は私を守る事なんです。
　　　　　　やるしかない、仕方がなかった。私まで捨てられてここに積まれる訳には
　　　　　　いかないんですよ。

しおり　　違うって、私、言ったそうです。ここは違うよって。

鳴島　　　え。

しおり　　私、今までのお話聞いて、あなたの事怒ってます。

鳴島　　　･･････。

しおり　　でもそんな権利無いんです。ひとごとで怒ってるから。今の私が何を言っても、
　　　　　　やっぱりひとごとになりそうで。もし覚えてたら、言いたい言葉が一杯あるん
　　　　　　だろうけど、いま、空っぽなんです。くやしいなあ。

鳴島　　　あの。何をおっしゃって、

しおり　　あなたは彼に好かれていた事を忘れたんですか？

鳴島　　　･･････。

典照　　　しおり。

八重樫　　今の一連の会話は録音しました。

鳴島　　　えっ･･････、

八重樫　　これ職業病なんです。僕はルポライターだから。

鳴島　　　待ってくれ。

八重樫　　これは僕が持っています。結果的に一社員の死に疑惑が持たれた。あなたには
　　　　　　内部から変えていく方法を考える責任がある。分かりますよね？

鳴島　　　頼む、社の上層部と掛け合おう。それを我々に売ってくれ。

八重樫　　ですから、そうじゃないでしょう。

鳴島　　　でなければ、でなければ何のために私は、･･･いくらなら手放すんですか。

八重樫　　鳴島さん。

鳴島　　　どこですか！録音したのは！（と、つかみかかる）

八重樫　　落ち着いて！手を離してください、冷静に僕の話を、


　　　　　　　　鳴島、逆につかみ返した八重樫を突き飛ばす。
　　　　　　　　八重樫、廃材に後頭部を打ち付ける。そのまま崩れて動かない。
　　　　　　　　しおり、悲鳴をあげ、座り込む。　
　　　　　　　　あとずさり、逃げる鳴島。


典照　　　おい？

ゴメ　　　･･････八重樫･･･。

しおり　　八重樫さん、八重樫さん！


　　　　　　　　　しおり、八重樫をゆすっている。
　　　　　　　　　転がったまま反応の無い八重樫。
　　　　　　　　　段上から、わっかの声。

わっか　　命って、あっさりしたもんです。理由も何も無い。急に終わる。

典照　　　･･････え。

わっか　　あなたも急にあっさり終わった一人でしょう？彼、どうしましょうか。

典照　　　･･･訳わかんない事言ってんじゃねえよ。

わっか　　方法はありますよ、細かくなっていないとダメなんですけど。

典照　　　細かく？

わっか　　今、継ぎ足せば間に合うかなあ？あなた次第なんですけどね？

典照　　　ごちゃごちゃうるさいよ、何とかしろよ、今こいつに死なれちゃ困るんだ、
　　　　　　これ以上しおりにあんな思いさせたりしたら、それにこいつだって、
　　　　　　･･･分かったよ！俺の魂分解しろよ、それを使いたいんだろ！

わっか　　へえ。

典照　　　早く！使えって、俺のを！

ゴメ　　　典照、待って、　

八重樫　　･･･痛っ、てえええー、何だよ、もう･･････。


　　　　　　　　のろのろと体を起す八重樫。
　　　　　　　　驚いてゴメの顔を見る典照。
　　　　　　　　ゴメ、分かっていたらしく典照を小突く。


八重樫　　あー、びっくりした･･･死んだかと思った。あれ、後ろ、コブ、うそお？

しおり　　八重樫さん、よかった。･･･後ろ、血が出てる、待ってて。（と水道のある所へ消える）

八重樫　　ああ、もう大丈夫だから。･･･レコーダー、どうしたもんかなあ。

典照　　　彼に送って。

八重樫　　･･････。

典照　　　鳴島さんは自分で決めるよ。俺はあの上司が好きだったから分かるんだ。

八重樫　　そんなんじゃ人生損するぞ。

典照　　　終わったから平気だよ。

八重樫　　何も知らないほうが良かった？

　　　　　　　　典照　口の端を上げて、首をかしげてみせる。
　　　　　　　　しおりが水でぬらしたハンカチ等を持って帰ってくる。
　　　　　　　　コブにそれを当ててやるしおり。


八重樫　　大丈夫でしょ？

しおり　　見た感じは。･･･病院行こう。

八重樫　　別に平気だよ。

しおり　　行こう。

八重樫　　心配いらないって、

しおり　　行くの！もし死んじゃったらどうするのよ！

典照　　　･･････。

八重樫　　･･･しおりちゃん。


すたすたと段上から降りてくるわっか。

わっか　　いてもしょうがないでしょ。

典照　　　え？
　

　　　　　　わっか、典照の首根っこをつかんで段上へ戻っていく
　　　　　　慌てて付いていくゴメ。

　　　　　　しおり、心配そうに八重樫の腕を支えるようにして去る。
　　　　　　それを見送る典照。


わっか　　（情報が入ってきた）あ。あのひと。

ゴメ　　　誰。

わっか　　鳴島上司。交番に飛びこんで行きましたよ。あーあ、生きてるのに。
　　　　　　戻ったって誰もいないから、きっと恥かきますよ。

ゴメ　　　へー、あのまま逃げるかと思ったのに。

典照　　　･･････鳴島さん。

わっか　　あなたって、幸せな人ですね。

典照　　　八重樫、しおりに怒られてた。

ゴメ　　　え。

典照　　　俺さ、･･･生きてた頃、もし自分が死んだらあいつ泣くかな、なんてこと考えたりしてた。

ゴメ　　　　典照。

典照　　　でも違うんだ。ちっとも分かってなかった。泣かれればこっちも悲しいだけだって事。
　　　　　　そして何もしてやれない。あいつの事をもっと考えていれば、あんな事故は
　　　　　　･･･あんな事で死んだりなんかしなかった。俺があいつを一人にして、
　　　　　　こんな記憶を作らせたんだ。

わっか　　で、あなたはどうしたいんです？

典照　　　･･･あやまりたい。忘れてもらうんじゃなくて、ちゃんと思い出してもらって。
　　　　　　もし、あいつがいつまでも泣くなら、俺は許してもらっていないって事で、
　　　　　　あいつが笑うまでは、･･････何も出来ないけどさ。

わっか　　つらい記憶を彼女に返したいって言うんですか。

典照　　　俺との記憶が消えるのがしおりの為だなんて、思い上がっていた。

わっか　　･･････。

典照　　　返さなきゃいけないんだ。俺たちの時間が全部ここにある。俺はあいつの
　　　　　　人生の一部なんだ。あいつに穴が開いてる、だから俺は記憶を返してあいつの
　　　　　　穴を埋めなければ、

わっか　　はい、あなたの勝ち。よく頑張りました。

典照　　　えっ。

　　　　　　　　典照の背中を強く叩くわっか。
　　　　　　　　つばを飲み込むような反応の典照。
　　　　　　　わっか、典照のポケットから、小さな本を引っ張り出す。


わっか　　はい、取れた。

典照　　　･･････。

わっか　　向こうの気持ちも少し動いている。あなた、幸せな人です。

典照　　　しおり･･････。

わっか　　これが、彼女の中の、あなたそのもの。

典照　　　この本が。

わっか　　ええ、記憶という覚え書きの束。みんな、こういう本を何冊も
　　　　　　（胸に手）ここにしまっている。生まれ変わって忘れたとしても、
　　　　　　　本たちは消えない。いつも持ち主に囁いています。

典照　　　本だ。本の声。

わっか　　それがあなたを動かしているんです。だから、声を聞いたあなたの勝ち。･･･行ってお上げなさい。

典照　　　ああ。

ゴメ　　　ゴメにも？ねえ、ゴメにもあるの、記憶の本。

わっか　　もちろん。

ゴメ　　　今の私ちょっとしか自分の記憶持ってない、それでも？

わっか　　何言ってるんです。一番大切なものを持ってるじゃないですか。


　　　　　　　間。
　　　　　　　ゴメ、リュックを外して見つめ、地面におろす。


ゴメ　　　分かった。これ、いらない。これじゃないから。

典照　　　ゴメがずっと集めていたメモだろ？もう勉強しないのか？

ゴメ　　　勉強したって、集まったのは情報だけで、（胸に手を当て）入ってこない。生きるって
　　　　　どういう事か知らないままだから集めたのに。･･･典照･･･私、生まれなかったの。

典照　　　･･････え？

ゴメ　　　生まれる事が出来なくて、魂は暖かい方向へ飛ぼうとした。でも私、途中で
　　　　　振り向いちゃった。呼ばれた気がしたの･･･だから進めなくなって。その人に
　　　　　呼ばれたの、あんまり同じ事を言うから、それが私の名前だとずっと思いこんでた。
　　　　　その人、言ってた。ごめん、ごめん、ごめんって。

典照　　　･･････。

ゴメ　　　人は誰かが死んだら悲しくなるんだと思っていた。でも違うの。典照とお友達になって分かった。
　　　　　好きだから悲しいの。だからあの人、私を呼んだの、だから私は振り返った。･･･あの人は、
　　　　　私のお母さんだったのよ。私、お母さんが好き。

典照　　　･･････。

ゴメ　　　人は誰かが死んだら悲しくなるんだと思っていた。でも違うの。典照とお友達になって分かった。
　　　　　　好きだから悲しいの。だからあの人、私を呼んだの、だから私は振り返った。･･･あの人は、
　　　　　　私のお母さんだったのよ。私、お母さんが好き。


　　　　　　　　　ゴメ、はっと何かに気付く。

ゴメ　　　私･･･いかなきゃ。次にどこに行けばいいか、分かった。ごめん典照、行くよ、私。

典照　　　そうか、･･･よかったな、ゴメ。

ゴメ　　　典照も、しおりのところへ行って。

典照　　　ありがとう。じゃあな、いつかどっかで会おうな

ゴメ　　　典照、私、あんたも好きだよ。

典照　　　覚えとくよ。


去っていくゴメ。見送り、典照も去る。

長居が蘭丸を連れて現れる。軽く会釈をするわっか。


長居　　　ゴメの事だけが気掛かりだった。親代わりを気取っていたからね。

わっか　　じゃあ、もういいんですね？

長居　　　いや･･････気が変わったよ。もう一度だけ、生まれ変わろうと思う。

わっか　　自分に飽き飽きしてたんじゃないんですか？

長居　　　そのはずなんだけどね。

わっか　　何故急に？

長居　　　もし、今度もまた絵本作家に生まれたら、いつかゴメが読んでくれたらってさ。あ！あっちに
　　　　　　　行けばいいって。じゃあ、また今度。


　　　　　　　長居、行く方向が分かり、去っていく。
　　　　　　　シュレッダーの中身が一杯なのを蘭丸に示し、
　　　　　　　空にするために去ろうとするわっか。

わっか　　･･･人間は、面白いですね。ねえ、蘭丸。蘭丸は、いつまでここで、こうしていますか？

蘭丸　　　いつまでだろうなあ。いつかパパとママが来て、そしたら頭とお腹なでてもらって、一緒にさんぽしたいんだ、
　　　　　　それから考える。でもまだ来なくていい。うんと後でいいや

わっか　　お前は幸せ者だねえ。


蘭丸を引き連れてわっか、去る。


　　　　｛７｝



　　　　　　　　　段下。
　　　　　　　　　ゴミの山に腰掛けるしおり。
　　　　　　　　　現れて、それを見ている八重樫。


しおり　　一倉典照。陸上選手。私は彼と交際していた。粗大ゴミの山で遊んでいた。私は彼を失ってとても悲しんだ。
　　　　　　悲しすぎて、忘れた。

八重樫　　そう、悲しすぎて、忘れてしまった。

しおり　　八重樫さん（と笑顔）私、今、笑ってる？彼を忘れたから笑うの？彼がいなくても笑うの？どっち。

八重樫　　･･････。

しおり　　私、笑ってない。何かがいやな感じなの。だから、笑ってない。

八重樫　　なくしたからだよ、自分の一部を。

しおり　　誰かが彼の名前を言う。だから耳をふさいだ。なのに彼のした事、考えた事･･･部屋にあるペンキで
　　　　　　塗られた家具とか写真。今度は物達が、私に言うの。思い出せって。彼はいなくならないの。忘れたと
　　　　　　思ったのに、いつもそこに。

八重樫　　どうしてここに来たの。こんな汚い所、嫌だったんだろ？

しおり　　知りたいの。あのビーズのネックレス。傷だらけの何を綺麗だと思ったんだろう、私。

八重樫　　にじいろのこうもりのお話、知ってる。

しおり　　･･････え。

八重樫　　君は、ボロボロのその絵本が捨てられた時、走って追いかけた。どんなお話。

しおり　　･･････あ。小さい時に、えっと、

典照　　　昔々の大昔。その頃のこうもりは日の光にあたると死んだんだ。


　　　　　　　　典照、現れる。


しおり　　･･････虹を･･･どうしても見たかったこうもりのお話。

典照　　　昼の世界を知りたかった。虹の美しさをふくろうに聞いたこうもりは、綺麗な虹って奴を見たい気持ちが
　　　　　　おさえられなかった。

しおり　　虹を見ることが出来たら、どうなってもかまわない。お日様にあたって死んでしまっても。

典照　　　こうもりは、危険を冒して虹を見た。

しおり　　飛びながら虹を見て、ついに光にやられて粉々になってしまった。

典照　　　その粉は夜を漂い、こうもり達に話し掛けた。

しおり　　仲間のこうもりたちは声を聞いたの。虹が、どれだけ綺麗だったか。どんなに素晴らしいものだったか。

しおり・典照　　こうもり達の心に、虹が入り込んだ。

典照　　　こうもりは昼も夜も飛べるようになった。夜は、夜の黒。昼は、七つの色に。

しおり　　今見える虹の二つに一つは、こうもり達の飛ぶ姿なんだよ。

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　間。

　　　　　　　　　　ゴミ山で携帯電話を掛ける典照

典照　　　･･･もしもし。しおり？こんな夜遅くにごめん。あのさ、いい物を見つけたんだ。お前にどうしても
　　　　　　見せたくて･･･。明日、またここで、ゴミ山で会おう。しおり、俺、それを見つけた時に、思ったんだ。
　　　　　　分かったんだ、俺さ、俺はまた、･･･しおり？もしもし？（吹きだして）寝てるよ、こいつ。


　　　　　　　　　　　　　携帯を切る典照。満ち足りた表情でゴミ山の頂上を見上げる。


典照　　　どこにも属さなくてもいい。ちいさな大会でも十分だからさ、また走ろうと思うんだ。俺、やっぱりランナーだから。


　　　　　　　　　　　　　　間。

　　　　　　　　　　　　　　ゆっくりとしおりに近づく典照。
　　　　　　　　　　　　　　典照、胸の中の本に手を置く。


典照　　　しおり、俺を返すよ。


　　　　　　　　　　　　　　典照、しおりを背後から、軽く腕で包む。
　　　　　　　　　　　　　　びくっとするしおり。
　　　　　　　　　　　　　　やがて手で顔を覆い、ゆっくりとしゃがみこむ。


しおり　　　･･････典照･･････。

典照　　　　いい本かどうか分からないけど、時々読み返してして欲しいんだ。読むたびに気持ちが違っててもいい。
　　　　　　　きっとそれが生きてるって事だから。

八重樫　　　しおりちゃん。

しおり　　　八重樫さん、私、典照を、


　　　　　　　　　　　しゃがんだまま八重樫を見上げるしおり。
　　　　　　　　　　　しおりの顔の向きはゴミ山の上あたり。
　　　　　　　　　　　一角に目がとまり、釘付けとなる。
　　　　　　　　　　　突如、頂上近くまで駆け上がるしおり。
　　　　　　　　　　　その一点を見上げ、手を伸ばそうとする。


八重樫　　　どうしたの。

しおり　　　･･････おんぶして。

八重樫　　　え？

しおり　　　おんぶして、早く！


　　　　　　　　　訳の分からないままゴミ山を上がる八重樫、しおりを背負う。
　　　　　　　　　しおりが手を伸ばす方向に合わせて歩いてやる。

　　　　　　　　　伸ばした手が届くしおり。
　　　　　　　　　しっかりとつかんで引っ張り出す。
　　　　　　　　　虹とこうもりが表紙に描かれた古い絵本。


しおり　　　･･････手が、届いた。


　　　　　　　　　しおり、八重樫から飛び降りて、本をめくっている。


典照　　　もう絶版だって･･･古本屋で見つけた。その日しおりが失くしたものじゃなくて残念だけど。

八重樫　　そうか。

典照　　　･･･分かったんだ。自分にとって大切な何かって、たとえ、失くすような事があっても、本当に全部消えたりはしないって。

八重樫　　わざとあそこに置いたんだな･･･今、僕がやった役、本当は君がするはずだったんだろ？

典照　　　キザかな？

八重樫　　かなりね。

典照　　　･･････ここ、なくなるんだろう？

八重樫　　ゴミ山は、撤去だ･･･まちが動く事になった。僕の記事で。きちんと処分されるよ。

典照　　　おめでとうだ、全く。間に合ってよかったよ。

八重樫　　一倉典照。

典照　　　最後までフルネームだったな。

八重樫　　もう行くのか。

典照　　　気掛かりがようやく無くなったから。･･････あの方向へ行けってさ。

八重樫　　しおりちゃんはまかせろ。

典照　　　（ニッと笑って）お前だけは気に入らないって言っただろう？


　　　　　　　　　典照、段上へ歩き始める。

しおり　　忘れないで。

典照　　　･･････。

しおり　　忘れないで、とこうもりが言いました。僕の見た虹の色を忘れないでと。こうもりたちは、うなずきました。


　　　　　　　　典照、しおりをにっこりと見つめる。
　　　　　　　　背を向け、再び歩き出す典照。


しおり　　典照！

典照　　　！


　　　　　　　　しおり、典照の姿を見ている。
　　　　　　　　

しおり　　私を忘れないで。

典照　　　しおり。

しおり　　そう、しおり。私は葉月しおり。

典照　　　知ってる。だから、忘れない。俺は典照。一倉典照。

しおり　　知ってるよ。私、知ってるから。

　　　　　　　　
　　　　　　　　しおり、典照、微笑み合う。
　　　　　　　　典照、向かうべき方向へと走り去る。

　　　　　　　　間。
　　　　　　　　しおり、テレビに向かい、なでる。


八重樫　　しおりちゃん…今、見えて、

しおり　　ここもきれいになるね。

八重樫　　･･････。

しおり　　やっと声が届いたの。やっと別の場所へいける･･･。私、ここの事、忘れない。

八重樫　　･･･しおりちゃん。

しおり　　八重樫さん、お願いがあるの。手伝って欲しいの、探したい物があるから。 

八重樫　　これの事。（とビーズのネックレスをポケットから出す）
　　　　　　　　　　　
しおり　　どうして分かったの･･･ありがとう。

八重樫　　絵本に先を越されたけどね。

しおり　　えっ？

八重樫　　これじゃ、忘れたくても忘れられないよ。


　　　　　　　　　音楽。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　くすくす笑い出す八重樫。しおり、不思議そうにみている。
　　　　　　　　　八重樫、首に掛けてやろうとネックレスを広げる。
　　　　　　　　　それを両手で受け取って自分で掛けてしまうしおり。
　　　　　　　　　
                   八重樫、苦笑い、空を見上げる。
　　　　　　　　　絵本を抱え直すしおりも空を見上げる。
　　　　　　　　　記憶の粒が舞い降りている。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                            - ＥＮＤ -
